
東京都教育委員会

東
京
都
教
育
委
員
会

外国につながる
生徒への指導
ハンドブック

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
指
導
　【ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
】



は じ め に

平成２年に「出入国管理及び難民認定法」が改正され、翌３年に施行されて以来、日本に暮らす在
留外国人の状況は大きく変化し、その数は急速に増えています。東京都では、外国人人口は令和４
年４月現在で51.5万人となっており、平成25年４月と比べ、1.3倍増となっています。都立高等学
校等においても、日本語指導が必要な生徒数は、この10年間で約2.2倍となっており、新たな在留
資格の創設や外国企業の積極的な誘致等により、今後も、増加傾向が見込まれています。

さて、日本語指導が必要な高校生は、文部科学省の調査によると、高校生全体に比して中途退学
率や卒業後の非正規雇用率が高く、また、大学等への進学率が低いという状況が明らかになってい
ます。日本語指導においては、生徒の日本語能力の状態や過去の学習経験等が様々であるため、学
校において目標・内容をあらかじめ設定する学校設定教科・科目による指導だけでは、全ての生徒
に十分な支援を行うことが難しい現状にあります。

令和元年６月に成立した「日本語教育の推進に関する法律」では、外国人等に対し、その希望、置
かれている状況及び能力に応じた日本語教育を受ける機会が最大限に確保されることを求めてい
ます。令和４年３月には、学校教育法施行規則が改正され、令和５年４月から施行されることにより、
高等学校等における生徒の日本語の能力に応じた「特別の教育課程」による指導が可能となりまし
た。

東京都教育委員会では、都立高等学校等における日本語指導が必要な生徒に対する「特別の教育
課程」や、日本語指導を支援する外部人材の活用に関する制度を整備してきました。これまで各学
校において、学校設定教科・科目や放課後の指導など、支援を必要とする生徒に対する様々な取組
を実施しており、本ハンドブックは、「外国につながる生徒」への指導に当たっての考え方や取組を
有機的につなげるものと考えています。

今後、各学校において、本ハンドブックを活用し、「外国につながる生徒」に対する理解を深める
とともに、創意工夫を凝らした教育活動を展開していくことを期待しています。
令和５年３月

東 京 都 教 育 委 員 会
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I　外国につながる生徒
１　現状

東京都では令和５年１月には外国人人口が 58 万人を超え、多くの外国人又は外国につなが
る人たちと日本人が共に暮らす国際都市となっています。こうした変化に伴い、令和３年度の
調査では都立高校においても1,460人の外国籍の生徒が在籍し、日本語指導が必要な外国籍生
徒は718人、日本語指導が必要な日本国籍生徒は73人となっています。

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
定時制 521 514 544 556 571 518 464
全日制 773 847 830 914 959 959 996

－
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都立高等学校等における外国人生徒数

全日制 定時制

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
外国籍 430 526 736 722 691 709 718
日本国籍 92 80 46 51 77 73
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都立高等学校等における日本語指導が必要な生徒数

日本国籍 外国籍※平成29年は日本国籍は調査未実施
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２　外国人生徒と外国につながる生徒、日本語指導が必要な生徒

本ハンドブックでは主に、「外国人生徒」、「外国につながる生徒」、「日本語指導が必要な生徒」
の三つの言葉を用いて対象となる生徒を表現しています。「外国人生徒」は外国籍の生徒、「外国
につながる生徒」は、外国人生徒、及び日本国籍ではあるが親や自身のルーツや経歴の一部が外
国にある生徒、「日本語指導が必要な生徒」は、「外国につながる生徒」のうち「日本語で日常会
話が十分にできない生徒」、及び「日常会話ができても学年相当の学習言語能力が不足し、学習
活動への参加に支障が生じている生徒」を指します。

３　日本語指導が必要な生徒への指導

（1）	学習指導要領
高校に入学後、学校生活での日常会話ができず、あるいは授業等に参加できずに取り残され

ることのないよう、日本語指導が必要な生徒に対する支援が求められています。
高等学校学習指導要領（平成30年文部科学省告示　第１章総則第５款２（2）イ）では、「日本

語の習得に困難のある生徒については、個々の生徒の実態に応じた指導内容や指導方法の工夫
を組織的かつ計画的に行うものとする」とし、高等学校学習指導要領解説総則編（平成30年7
月文部科学省）では、「生徒が日本語を用いて学校生活を営むとともに、学習に取り組むことが
できるよう、一人一人の日本語の能力を的確に把握しつつ各教科等や日本語の指導の目標を明
確に示し、きめ細かな指導を行うことが大切である」としています。

また、日本語支援の必要な場面は、一部の教科・科目にとどまりません。総合的な探究の時間や、
ホームルーム活動・学校行事等の特別活動において、更に生活指導や進路指導の場面など学校
の教育活動全体を通して、生徒の実態に応じた指導内容・方法の工夫を組織的・計画的に行う
必要があります。

（2）	個別の状況把握ときめ細かな指導
日本語指導が必要な生徒の状況は多様です。出身が日本以外の国や地域である外国人生徒を

はじめ、保護者が外国出身で生徒は日本生まれ、海外の学校から日本の高校に直接入学した生
徒、漢字圏か非漢字圏か、来日の時期、日本語学習の経験の有無など、日本語指導の必要な状況
は、生徒一人一人で異なります。生徒一人一人の日本語の能力を的確に把握し、日本語指導の
目標を明確に示し、きめ細かな指導を行うことが大切です。
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４　多様性の尊重

（1）	生徒の背景理解
日本語指導が必要な生徒など、外国につながる生徒とその保護者は、多様な言語的・文化的

背景があります。学校は、外国につながる生徒の言語的・文化的背景や来日した状況等を組織
的に把握する体制を整備することが大切です。

国籍や社会背景なども様々であり、また、母国の政治的・社会的背景や親の職業的事情等に
よって母国を離れることを余儀なくされた生徒たちも考えられます。在留資格によって日本で
の生活に様々な制約等がある場合もあり、学校がこうした生徒の背景を理解し、校内での情報
共有や家庭との連携を図ることで、一人一人の生徒の学校生活の充実や進路実現につなげるこ
とが大切です。

（2）	不登校・中途退学の未然防止
日本語指導が必要な高校生等の中途退学率の高さも指摘されています。慣れない学校生活や

異なる文化を背景に、人間関係構築の困難さに直面し、孤立したり不適応に陥ったりすること
も考えられます。また、外国人であるという理由で、いじめや差別・偏見などの被害にあわない
よう、人権教育や多文化共生教育に取り組むことも大切です。

生徒を取り巻く人間関係が好ましい状態となるよう、授業だけでなく総合的な探究の時間や、
ホームルーム活動・学校行事等の特別活動など、学校教育活動全体を通した支援や配慮が求め
られます。

（3）	生徒の自己実現に向けた指導
外国につながる生徒や保護者は、固有の母語や母文化をもっています。また、異文化での生

活という貴重な経験を有しています。その経験を踏まえたものの見方や考え方、コミュニケー
ション能力などを学習活動の中で生かすことができるように配慮することが大切です。他の生
徒も、外国につながる生徒と共に学ぶことを通して、互いの長所や特性を認め、広い視野をも
つなど、多様性を尊重する態度を育み、これからの国際社会、多文化共生社会に生きる人間と
しての能力や態度を身に付けることにつながります。
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II	 日本語指導の確実な実施
１　基本的な考え方

東京都の公立学校には、多数の在日外国人幼児・児童・生徒が在籍しています。外国人児童・
生徒には、日本の義務教育への就学義務はありませんが、公立の義務教育諸学校への就学を希
望する場合には、国際人権規約等を踏まえ、日本人児童・生徒と同様に無償で受け入れること
となっています。また、中等教育についても全ての外国人生徒に教育の機会を保障することと
なっています。平成 30 年 10 月に成立した「東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の
理念の実現を目指す条例」の趣旨を踏まえ、在日外国人幼児・児童・生徒に関わる教育指導につ
いて一層の充実と徹底に努める必要があります。

東京都教育委員会では、例年１月に、「公立学校に在籍する在日外国人幼児・児童・生徒に関
わる教育指導について（通知）」を発出し、日本語指導について、次のような方針を示しています。

２　入学時の確認

（1）	入学者選抜における確認
日本語指導が必要な生徒であるか否かを、氏名や見た目で判断することはできません。丁寧

な聞き取りやプレイスメントテスト等複数の情報を基に様々な角度から日本語指導が必要な生
徒であるかを判断していく必要があります。

まずは、入学者選抜業務を通じて、以下の点を確認するなど、受検者が、日本語指導が必要な
生徒となりうるかを判断します。

２　在日外国人幼児・児童・生徒の日常の指導上の留意点
（2） 学習指導において

② 日本語指導が必要な外国人幼児・児童・生徒に対し、日本語指導を一層充実させ、日
本の生活習慣・文化等を正しく理解する学習を通して、学校生活や社会生活に適応
するために必要な資質・能力を育成できるように留意する。

（令和５年１月16日付４教指企第1434号「公立学校に在学する在日外国人幼児・児童・生徒に係る教育指導について（通知）」）

・出願書類の本人または保護者氏名
・特別措置申請の状況  
（「ルビ付きの検査問題申請」・「辞書持ち込み検査時
間延長措置申請」等）

・調査書の記載内容及び調査書が提出できない場合の
「理由書」の記述

・日本語学級又は夜間学級を設置する中学校からの出
願状況

・学力検査や面接等における会話や口頭での指示の理
解状況

・掲示の意味に関する理解状況　　等

判断するに当たって

日本語指導が必要と思われる生徒

入学者選抜の様子 合格発表後の様子

聞き取りの実施

聞き取り項目の整理 個人カードの用意

入学段階の日本語習得状況の確認

入学者選抜の結果 プレイスメントテストの実施
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（2）	合格発表後における確認
合格発表後、合格者が、日本語指導が必要な生徒であるかを判断するための材料として以下

の点を確認します。

（3）	入学前後の支援と見守り
日本語指導が必要と思われる生徒がいる場合、学校生活を円滑に始められるよう入学手続終

了から入学式までの期間に、必要最低限の情報や手続等に的を絞り、母語支援者を通して簡潔
に説明をする機会を設けます。特に、入学後１、２週間はオリエンテーションや健康診断等で
不規則な時間割である場合が多いため、事前に説明しておくと見通しをもって学校生活を送る
ことができます。新入生に日本語指導の必要な生徒が一定数いる場合は、母語支援者を交えた
新入生説明会を学校全体として別に実施する、という対応も考えられます。

また、日本語指導を必要とする生徒が不安や問題を抱えていないか、丁寧に声掛けをしなが
ら継続的に見守っていくことが大切です。

（4）	チェックリストの活用
日本語指導を行う場合、それぞれの生徒の適応状況や学習への姿勢・態度など、生活や学習

の状況を把握し、個々に適した指導を行うことが大切です。
日本語指導が必要な生徒の現状と背景は多様であり、指導に向けて丁寧な聞き取りが必要で

す。聞き取りに当たっては、あらかじめ「チェックリスト」や「個人カード」を作成して準備して
おくと、情報が整理できて有効です。その具体的な項目例を次ページに挙げます。

・「入学確約書」の各項目の意味を理解し、日本語で記載することができているか
・「新入生説明会」において入学前の説明を聞く中で、その内容を理解することができているか
・必要書類の記述の際に、日本語で文字を書くことができているか　等

学校生活開始前に説明が必要な事例
〇教務関係
・学校の時程、４月の月間予定
・欠席・遅刻、早退の連絡方法、オンラインを活用した特例の授業、出席停止・忌引き等の扱い
・単位の修得（出席と提出物の重要性等）、進級規定等
・日本語指導（「特別の教育課程」による個別指導、「取り出し」授業、「入り込み」指導等）
・教科書、教材の購入（教科書やタブレット端末等の購入時期や方法）
〇生活関係
・校則（服装・頭髪・アクセサリー等について、禁止されている行為（パチンコ・飲酒・喫煙・

暴力・カンニング　等））
・登下校の方法（自転車登校の届け出等）
〇その他
・在留カード　＊16歳以上の在留カード常時携帯義務　等
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区分 項番 内容 参考にする資料 備考

入学手続時

1 名前 住民基本台帳、 
在留カード、パスポート

入学後使用する名前につい
て確認

2 宗教 学校生活で配慮すべき事項
について確認

3 健康保険の有無 健康調査票への記載

「個人カード」等記
載時

1 日本語能力 受検結果
外部検定試験

入学後の「プレイスメント
テスト」の活用

2 名前（本名・通称名）
よみがな

住民基本台帳、 
在留カード、パスポート 校内使用の名前も確認

3 現住所
4 緊急連絡先 保護者携帯、勤務先等

5 家族構成 ヤングケアラーとなって 
いる場合もある

6 趣味
7 将来の進路希望
8 病歴・アレルギー
9 来日年月日 パスポート、在留カード
10 家庭内使用言語

11 在留資格（国籍） 在留カード 就労制限の有無
有効期限など

12 滞在期間・予定

13 来日後の学習履歴 出身中学の指導要録、
調査書等

14 日本語学習歴 場所、期間、頻度、内容
４技能にも注目

15 生育状況・出身国
での学習経験

16 学校から連絡する
際の留意点 保護者の言語など

17 文化・宗教上の配
慮事項 礼拝、食事など

18 日本語以外に支援
が必要な事柄

特に丁寧な説明が必要な項目
区分 項番 内容 参考にする資料 備考

入学手続時
1

選択科目
（内容・順序性・ 
履修条件）

学習の手引き
生徒ハンドブック 等

2 奨学金 就学支援金
給付型奨学金など
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３　支援体制の構築

（1）	支援組織の設置
日本語指導が必要な生徒の受入れと支援は、担当者やホームルーム担任が個で対応するので

はなく、学校が組織として取り組む必要があります。校内に関係教職員等で構成される委員会
（『日本語指導が必要な生徒支援委員会』等）を設置したり、多文化共生教育や日本語指導をコー
ディネートする担当を、校務分掌に位置付けたりすることが考えられます。

当初は、特に定期的な情報交換を行うことが大切であり、議題に応じてメンバー以外の関係
者にも、聞き取りや委員会への出席を求めるなど、柔軟に対応することも必要です。

（2）	ホームルーム編成
ホームルーム編成をするとき、日本語指導が必要な生徒を１クラスにまとめることで、時間

割編成上、個別学習指導がしやすくなる場合があります。一方で、母語によるコミュニケーショ
ンが増え日本語の学習に支障が出る可能性もあるため、慎重に検討する必要があります。

支援チームの構成メンバー例
管理職、日本語指導が必要な生徒の受入れ・支援を担当する分掌の主任と担当者、学年主任、
ホームルーム担任、教科担当教員、日本語指導担当教員、多文化共生教育担当者、日本語指
導コーディネーター　等

支援委員会の協議内容例
〇「特別の教育課程」による個別指導や「取り出し」授業、「入り込み」指導等の必要性の見極め
〇教科指導（定期考査等を含む）における支援の工夫
〇文化的な背景への配慮
〇学校生活への適応
〇多文化共生教育の推進
〇保護者への対応
〇校内の業務分担
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（3）	関係機関との連携
外国につながる生徒の学習や生活面でのきめ細かな支援及び将来の自立に向けた支援を行っ

ていくためには、東京都教育委員会、先進的な取組を行っている学校など関係機関との連携を
計画的・継続的に進めていく必要があります。

□東京都教育委員会等からの支援
・東京都教育庁グローバル人材育成部（「特別の教育課程」編成・実施、多文化共生スクール

サポートセンター事業　等）
・東京都教育庁地域教育支援部（都立学校「自立支援チーム」派遣事業）
・東京都教育相談センター（外国人児童・生徒のための教育相談窓口）
・公益財団法人東京学校支援機構（外部人材の紹介）

□学校間の連携
・海外帰国生徒対象入学者選抜実施校
・在京外国人生徒対象入学者選抜実施校
・引揚生徒対象入学者選抜実施校
・日本語指導が必要な児童・生徒の受入がある学校 
（先進的な指導方法の共有、支援や保護者との信頼関係の築き方についての情報交換、
実践共有）

・中学校、大学、日本語教育機関　等

□地域との関係づくり
・多文化共生事業に関わるＮＰＯ法人（多文化共生スクールサポートセンター事業、地域日

本語教育コーディネーター・日本語指導外部人材・母語支援員等の派遣）
・国際交流協会等の支援団体との連携、協力、情報交換
・ＰＴＡや地域自治会などの地域協力者との連携
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４　生活・学習環境づくり

（1）	ホームルームにおける受入れのための環境整備
「国籍に関わりなく全ての生徒を大切にする」、「個に応じた指導」という視点で、日本語指導

が必要な生徒の受入れの全体の流れを理解し、その段階に合ったきめ細かな指導を行う必要が
あります。

（2）	学校への適応、「居場所」の確保
日本語指導が必要な生徒は、学校生活がストレスの原因となることがあります。まず、日本

の学校に適応するための「居場所」が確保されることが重要です。ホームルームだけでなく、個
別指導を行うための「日本語教室」など、自分を受け入れて安心させてくれる人がいる場所があ
ることで、集中して学習に取り組むことができます。

ホームルーム等における配慮
・同じ母語の生徒同士を近くの座席に配置する。
・担任等が配慮しやすいように席は比較的前の方にし、声掛けを多めにする。
・ロッカー、靴箱、教室名等は本人が分かる表記にする。
・教室内に母語の掲示をする。
・「やさしい日本語」を用いる。

学校を自分の居場所として感じさせるための工夫の例
・入学後速やかに校内を案内するなど、教室やトイレ、職員室、保健室等、今後利用するこ

とになる学校の施設の場所や使い方等を理解できるように配慮する。
・教室や特別教室等校内の各施設の名称を英語あるいは生徒の母語と日本語で表記する。
・口頭による説明だけでなく、生徒自身が実際の学校生活の中で徐々に学んでいくことがで

きるよう、活動を促したり、適切なタイミングで助言したりする。

出会い

観察

調和

交流

国際化

・学校生活、家庭生活のことなどについて、生徒・保護者と話し合い、相互理解を
深めて、信頼関係を構築する。

・日常会話について、支障なくできるようになる。生徒の特性に気付き、ホーム
ルーム集団の中に位置付けていく。

・授業などでの活動場面である程度言葉が理解できるようになる。 
異文化をお互いに受け入れる開かれた心が育つように丁寧に指導する。

・ホームルームの中で人間関係が形成される。
・お互いの良さを認め合い成長を促す。
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（3）	日本語指導を行う教室の環境整備
日本語指導を行う際に、特別教室や教科準備室、教材室、生徒相談室等を使用することがあ

ります。生徒が落ち着いて、安心して学ぶことができるよう環境を整備していくことが重要です。
指導をする際に、必要な物品を整備したり、安心感をもたせるような物を展示したり、日々

の学習に関わる掲示を工夫したりすることで学習効果も高まります。

（4）	教材・教具の整備
生徒の日本語の習熟度は様々であり、個々の指導目標や学習内容に応じて教材・教具の選定

を行う必要があります。事前に入学が分かっている場合は、教科書販売等の機会に購入しても
らうことも可能ですが、学校図書館で日本語指導に使用する図書を購入し、あらかじめ整備し
ておくことも重要です。

日本語指導を行う教室にあるとよいもの
・ホワイトボード　　・時計　　・時程表
・作品などの掲示物を貼れるスペース　　・多読用図書の書棚
・ファイルボックス（教材等整理用）　　・プロジェクター　　・タブレットパソコン　等

教材・教具としてそろえておくとよいもの
・ひらがな表、カタカナ表、漢字表　　・各種カード　　・各教科の教科書
・市販の日本語教材・教具　　・多読用の図書　　・生徒の母語で書かれた本
・文学作品の漫画本　　・文学作品の英語の本　　・生徒の母国に関する本　等

日本語指導を行う教室の例
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５　教育課程の編成と指導体制

（1）	学習指導要領と日本語指導
高等学校学習指導要領（第１章総則第５款２（2）イ）には、「日本語指導」について示されていま

す。その趣旨を踏まえ、特別な配慮を必要とする生徒への日本語指導は、個々の生徒の実態に応じて、
指導内容や方法の工夫を組織的かつ計画的に行います。

（2）	「日本語指導が必要な生徒」に対する指導
「日本語指導が必要な生徒」に対する指導方法は様々であり、各学校において、適切に日本語

指導を行うことが重要です。日本語指導を行うか否かの判断は、教育課程の編成・実施・管理の
権限を有する校長の責任の下で行います。

校長が指導の要否を判断するに当たっては、日本語指導担当教員、ホームルーム担任、各教
科を担当する教員など複数人により、生徒の実態、日本語の能力、学校生活への適応状況等の
多面的な観点から把握した情報や測定した結果に基づき、適切に判断することが求められます。

高等学校学習指導要領（平成30年文部科学省告示）
第１章　総則

第５款　生徒の発達の支援
２　特別な配慮を必要とする生徒への指導

（2） 海外から帰国した生徒などの学校生活への適応や、日本語の習得に困難のある
生徒に対する日本語指導
イ　日本語の習得に困難のある生徒については、個々の生徒の実態に応じた指

導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。

判断基準例：①日本語で日常会話が十分にできない。
②日常会話ができても、学年相当の学習言語能力が不足し、
学習活動の取組に支障が生じている。　　等

校長が指導の要否を判断
日本語指導担当教員、
ホームルーム担任、各教
科を担当する教員など複
数人による多面的な結果
に基づくことが望ましい。

生徒の受入れ

日本語の能力、生活・学習状況・適応状況の把握

日本語指導が必要である

個別の指導計画による指導

「特別の教育課程」を
編成して指導

学校設定教科・科目、
習熟度別授業等で支援

外部人材が
授業内で支援

教科担当等授業者による
ルビ振り等授業の中で配慮

通常の教育課程での指導
日本語指導について
特別の配慮は必要ない
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（3）	「特別の教育課程」を編成した指導
生徒の日本語の能力に応じて、個別の指導計画を作成して指導を行い、日本語の能力に応じた特

別の指導を履修させ、その成果が個別に設定された指導目標からみて満足できると認められる場合
に、当該学校の単位を修得したことを認定します。その流れと留意点は以下のとおりです。

★「JSL評価参照枠」とは「外国人児童生徒のためのJSL対話型アセスメントDLA」において示されている
評価参照枠のこと

本人や
保護者が
支援を希望

行動観察や「ＪＳＬ評価参照枠」（★）等を
活用したアセスメント

日本語指導コーディネーター

調 整

提 

出

作 成

派 遣

協 力

個別の指導計画

教育課程届

日
本
語
指
導
支
援
員

学
校
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

個
別
の
指
導
計
画

に
よ
る
指
導

単
位
の
認
定

要
録
への
記
載

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任

教
科
担
当

日
本
語
指
導
担
当
教
員

「特別の教育課程」の
必要性の有無の判断

ホームルーム
担任や教科担当
等の気付き

入学者選抜等
での措置申請等

TEPRO等
外部機関との連携

アセスメントの結果等、当該生徒
に関する様々な情報を基に特別な
指導を行う必要性について検討し、
在籍校の校長の責任の下で判断

留意点
・「特別の教育課程」による日本語指導の単位数の卒業に必要な単位数に
含めることができる上限は21単位
・通常の教育課程に加えるか、または一部に替えるか、また、それらを組み
合わせることができる
・一部に替える場合は、学習指導要領に定められた必履修科目などは替え
ることができない
・指導内容は日本語指導だけでなく、教科等への参画につながるものや、
キャリア教育などを含めて総合的に考える

学
校
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保
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（ 4 ）「 習熟度別（ 取り 出し ）」 授業、「 入り 込み」 指導

生徒の日本語の能力を基に、通常の教育課程での学習を見通し た指導計画を作成し 、各教科・

科目の「 習熟度別（ 取り 出し ）」授業（ 以下「『 取り 出し 』授業」と いう 。）の時間、各教科・ 科目で外

部人材が同席し ながら 行う 指導（ 以下「『 入り 込み』指導」と いう 。）の時間を決定し ます。その際、

当該生徒の時間割に合わせて、「 取り 出し 」授業によ る指導時間、「 入り 込み」指導の時間を決定

し ます。その流れと 留意点は以下のと おり です。

（ 5 ） 授業の中での配慮の例

・ 黒板の文字にふり がなをつける 。

・ 単語の切れ目に斜線をひく 。

・ 具体物を示し て、「 やさ し い日本語」で説明を加える 。

・ 少人数の中で、個別に配慮し て指導する 。

・ ICT 機器を活用し た授業を行い、視覚化する 。　 等

留意点

・「 取り出し」授業は専任の教員が行うことも可能である。

・「 取り 出し 」授業、「 入り 込み」指導について学校が明確な

ビジョンをもつことが重要である。

・ 該当生徒が多数いる場合、各学校の実情に応じて、「 日本語

指導」に関する学校設定教科・ 科目を設置したり 、放課後等に

日本語や各教科の補習等を実施したりすることも考えられる。

・ 各指導形態の要否については、定期的に検討することが望ま

しい。

承
認

承
認

日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒

在
級
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
の
決
定

「
取
り
出
し
」
授
業
時
数
の
決
定

人
事
部
へ
講
師
時
数
の

請
求
（
３
月
下
旬
以
降
）

各
学
校
で
当
該
教
科
の

教
科
の
免
許
を
も
つ

講
師
を
確
保
す
る

「
取
り
出
し
」授
業
の
開
始

「
入
り
込
み
」
指
導
に
よ
る

授
業
の
開
始

各
学
校
で「
入
り
込
み
」
指
導
が

可
能
な
人
を
確
保
す
る

多
文
化
共
生
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
報
償
費
を
依
頼

「
入
り
込
み
」
指
導
に
よ
る

授
業
時
数
の
決
定

指導

指導計画の
見直し

学習評価

「 取り出し」授業、

「 入り込み」指導の終了を判断
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III	 学校生活において配慮すべき事項
１　生徒の文化的多様性への配慮

文化や習慣は国や地域によって様々です。日本での学校生活の経験が乏しい生徒にとっては、
活動の意義が分からないと、学習や学校生活に意欲をもてず、日本の学校生活への適応が難し
くなってしまうこともあります。

また、宗教上の理由で参加できない活動があるということも考えられるため、生徒及び保護
者と相談しながら可能な活動を検討するなどの配慮が必要です。

２　配慮を要する場面例

（1）	各教科等
ア　家庭科

○調理実習
　　特定の食材を食べることを忌避するだけでなく、その食材に触れることも避けなけれ

ばならない場合があります。さらに、その食材を調理する空間にいることを避けるため、
調理室で見学することもできない場合もあります。

○被服実習
　学習していない場合があり、配慮が必要なことがあります。

イ　体育
肌を見せることを禁止したり、忌避したりする場合があります。やむを得ず見学やレポー

ト課題等の対応をする場合には、その意義を理解させることも必要です。
水泳の経験がない場合も多く、水着の購入等の準備段階から授業中に至るまで、体育科

教員と連携するなど配慮が必要です。

ウ　芸術科目
楽器の演奏や歌唱が禁じられている場合があります（音楽）。
偶像崇拝が禁じられていることから、絵を描くことや粘土の制作ができない場合があり

ます（美術）。

（2）	特別活動における配慮

ア　ホームルーム活動
○清掃活動
　　清掃を教育活動として行う国や地域はあまりありません。生徒が自分たちの教室や学

校を清掃する意義を説明する必要があります。
○日直・学級日誌
　　日直の仕事について丁寧に説明したり、一緒に行ったりするなどの配慮が必要です。

学級日誌を書くことを日本語指導の一貫として行うことも考えられますが、書き方の説
明をしたり、一緒に書いたりするなどの配慮が必要です。
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イ　生徒会活動
生徒会組織や委員会、係の役割について、年度当初に説明する必要があります。委員会

や係について理解し、クラスや学校での役割を果たすことで、クラスの一員として居場所
をもてるようにすることが大切です。

ウ　学校行事
○儀式的行事
　　各式典の意義や所作、服装等について、事前に丁寧に説明します。
○文化祭・体育祭等
　　文化祭、体育祭の実施方法・内容、参加団体等は、学校ごとに特色があり、事前の説明

や準備段階での声掛けなど丁寧に指導します。競技スポーツのルールもなじみがない場
合があることに配慮します。

○遠足・校外学習・修学旅行等
　　食事や見学施設等配慮が必要な場合があるため、事前に保護者を含め相談します。食

事について、アレルギーの他に、宗教上、文化の違い等の理由で食べられないものがあ
ることや、入れない場所（寺社等）があることに注意する必要があります。

〇宿泊を伴う学校行事
　　部屋割り、食事、入浴等、様々な場面で、宗教的・文化的配慮を求められる場合がある

ため、事前に保護者を含めた確認が必要です。特に、海外に行く場合、外国籍生徒は、渡
航先国の査証（ビザ）や、日本へ戻る際の再入国許可の取得等について、日本国籍の生徒
とは異なる対応が必要となります。

エ　安全教育
○避難訓練・防災教育
　　日本は自然災害が多く、地震や火災、洪水等、災害の種類に応じた避難行動、学校や居

住地域において特に警戒すべき災害及び避難行動を身に付けることの大切さを理解させ
ます。「安全安心攻略ブック」（東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部）は多言語版が
あり、日本語指導が必要な生徒への安全教育に活用できます。

○臨時休校等への対応
　　台風など、臨時休校となる場合の対応の仕方について事前に丁寧に説明します。情報

入手の方法について具体的なアプリケーション等を紹介し、一緒に使い方を確認するこ
となども考えられます。
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３　生活指導における配慮

（1）	身だしなみ指導
身だしなみに対する価値観は、宗教や文化によって異なります。指導を行う場合には、生徒

及び保護者に趣旨を丁寧に説明し、理解を得てから行うことが大切です。

（2）	特別指導
外国につながる生徒をはじめ、特別の配慮を要する生徒に対して、いわゆる特別指導を一律

に行うことは適当とは言えません。生徒一人一人に寄り添いながら、行動を振り返らせ、円滑
な社会生活を営む上で必要な行動変容につながる指導を個別に計画します。また、指導を行う
に当たり、通訳を依頼するなど、生徒・保護者に丁寧に説明する必要があります。

宗教や文化上の配慮が必要な例
・ピアスやペンダント（宗教上の理由による）
・男性の髭（成人は髭を生やすという文化による）
・服装指導（宗教上、肌を隠さなくてはいけない場合）
・頭髪指導（頭部に他人が触ることを禁忌または忌避する文化による）
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４	 学校生活全般における配慮

（1）		座席
女子生徒と男子生徒が隣り合って座ることができない宗教や文化もあります。行事等におけ

る座席の工夫も必要です。

（2）	健康診断・保健室対応等
異性間の身体接触が禁じられていたり、忌避されていたりする宗教や文化があるため、校医

や養護教諭の性別に応じた対応について家庭と事前に確認する必要があります。また、緊急搬
送時に救急隊員の性別は選べないことや、学校の健康診断が受診できない場合には生徒自身で
医療機関を受診する必要があることなども事前に説明しておきます。

（3）	食事
定時制課程等における給食、修学旅行や校外学習などにおける食事、調理実習、文化祭など

食事の場面がある教育活動を行う際には十分な配慮が必要です。その際、食品そのものだけで
なく、その食べ物が触れた食器や調理器具についても忌避することがあります。

（4）	家庭状況を特に配慮すべき生徒
性別に対する社会的・宗教的意味は多様です。特に、女性に対して極端な価値観を有する宗

教的・文化的背景をもつ家庭の生徒には配慮が必要です。
また、幼い弟妹などの家族の世話をすることが当然とされている文化もあるため、「ヤングケ

アラー」となっていることもあります。いずれの場合も、日常の様子を丁寧に観察し、支援が必
要な場合は、ユースソーシャルワーカー等と情報共有をしながら関係機関と連携し、支援を行
います。

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
に
つ
い
て

参
考
資
料



24

IV	進路指導
１	 将来展望のもちにくさの背景

（1）	資質・能力
日本語の能力に課題があったり、年齢相当の学力が不足していたりする場合があります。

（2）	情報
提供する学校も収集する生徒自身も、個々の環境や将来に合った情報を入手する具体的な方

法を知る必要があります。

（3）	経済
保護者の経済力が生徒本人の進路実現にとって十分ではない場合があります。社会的支援に

関する具体的な情報を入手する必要があります。

２	 解決に向けた取組

（1）	資質・能力
ア　日本語指導

学校設定科目での指導や課外の指導などに加え、「特別の教育課程」を編成するなどして
日本語指導を行います。「特別の教育課程」においては、日本語の能力を高めるのみならず
キャリア教育などを含めた指導を行い、将来の見通しをもたせる支援を行います。

イ　学習指導
年齢相当の学力が不足している場合、習熟度別授業などで支援を行ったり放課後等に補

習を行ったりするなどの支援が考えられます。その際「やさしい日本語」を使用するなどの
工夫が必要です。

また、「特別の教育課程」において、各教科等の学習に主体的に参画できるようにするこ
とを目的とした指導を行うことが考えられます。

（2）	情報
ア　校内のガイダンス機能

外国につながる生徒・保護者の場合、学校で生徒に対して行われるガイダンスだけでは、
十分に理解できなかったり情報が足りなかったりすることがあります。必要に応じて、個
別の面談やガイダンスを実施する必要があります。

イ　関係機関等との連携
教員による説明が難しい場合は、外部の支援団体や専門家に相談・依頼することも考え

られます。外部で実施されるガイダンスや個別相談会などがあれば情報を周知し、必要に
応じて引率することも考えられます。東京都では、「外国につながる高校生のための進路ガ
イダンス」が実施されています。
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（3）	経済
ア　ライフプラン指導

在学期間だけでなく、卒業後の進路を含め、自身のライフプランを立てられるよう指導
を行います。例えば、家庭科の授業などと連携することなどが考えられます。

イ　社会的支援の情報
進学に際しては、独立行政法人日本学生支援機構などだけでなく、母国の奨学金の情報

を収集して提供します。都や市区町村の国際関係部署と連携した公的支援などに関する手
続などを具体的に指導することも考えられます。
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V　在留資格・国籍
１　在留資格

在留資格は、外国人が日本国に入国し滞在できる資格のことです。出入国管理及び難民認定
法（以下「入管法」という。）で、入国・在留できる身分や地位、従事することができる活動等が
定められています。一定の活動に基づくものと、地位・身分に基づくものに大別され、どの在留
資格を持っているかによって、更新の有無や時期、アルバイトなどの就労の可否、日本への出
入国手続などが異なります。

学校生活においては、進路活動、定時制課程における就労指導、海外修学旅行での渡航手続
きや再入国許可申請など、様々な場面で必要となる個人情報です。本人及び保護者に、その重
要性について丁寧に説明した上で、把握する必要があります。

（1）	在留資格の把握
16歳以上の外国人（中長期在留者）は在留カードの携帯が義務付けられています。在留カー

ドの実物を確認し、生徒の在留資格・在留期間を確認します。
在留カード（例）

（2）	在留期間の更新
在学中は在留期間の更新に留意する必要があります。在留カードを確認し、在留期間を確認

した上で、時期が近付いてきたら担任から声掛けを行うなど、必要な支援を行います。また、担
任が変わる場合などは確実に引継ぎを行います。出入国在留管理庁ホームページから申請用紙
をダウンロードできるほか、東京出入国管理局や東京都が相談窓口（外国人在留総合インフォ
メーションセンター、東京都多言語相談ナビなど）を設置しており、電話や窓口、メール等での
問合せに多言語で対応しています。また、外国人在留支援センターでは、在留資格に関する対
面相談（事前予約）を無料で行うことができます。

出典：出入国在留管理庁「在留カードとは？」
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（3）	在留資格・国籍に関して特に留意すべき場面
在留資格ごとに、日本で可能となる活動が定められています。関係機関や専門家等と連携を

図ることができる体制づくりが重要です。

ア　進路活動（進学）
奨学金の申込資格に在留資格が関係することがあります。生徒の在留資格を確認し、進

学の希望を実現できるよう指導するとともに、進学先を卒業した後、日本での就労を希望
するか否かを確認し、進学先で取得可能な資格等と在留資格との関係（「専門士」や「学士」
の資格を取得することで在留資格の変更ができる場合もある。）を調べるなど、将来を見据
えた指導を行うことが大切です。

イ　進路活動（就職）
事業主は、外国人生徒に対して、採用選考の際、就労が認められる「在留資格」を有して

いるかを確認することとなっています。生徒に対し、事業主が在留資格を確認することを
事前に知らせて在留カードの提示を求めるなど、「在留資格」「在留期間」「就労制限の有無」
等、指導に必要な情報を確認します。また、出入国在留管理庁のホームページ等で最新の
情報を確認したり、関係機関や専門家等と連携を図ったりすることも重要です。

ウ　校外学習（海外への修学旅行等）
査証（ビザ）の発行などが日本国籍の生徒と異なります。また、再入国許可についても事

前の申請が必要となる場合があります。「海外修学旅行等に伴う個人識別情報提供義務の
免除」を申請します。

エ　その他
例えば、家族滞在の生徒が、アルバイトで家計を助ける必要がある場合、資格外活動許

可申請を行い、定められた範囲（週28時間以内）で働くとともに、家族滞在の資格の前提
となる被扶養の状態を維持するため、扶養者（保護者）の収入を上回ることのないようにし
なければなりません。在留資格ごとに定められた範囲の活動により、在留資格が更新でき
るよう注意が必要です。

（4）	家族滞在
外国人生徒の中には、日本での就労資格等で滞在する外国人の子である「家族滞在」の場合が

あるため、以下の点に留意する必要があります。

ア　在留期間の更新
「家族滞在」の在留期間は最長で５年です。在留カードを確認し、在留期間内に更新する

よう指導します。

イ　就労制限
原則として就労（アルバイトを含む。）はできません。家庭の事情等でアルバイトをする

必要がある場合は、前述のとおり、資格外活動許可申請を行った上で、週28時間以内で扶
養要件内での収入となるようにする必要があります。
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ウ 　 進学

大学、 専門学校等への進学は「 家族滞在」 でも 可能です。し かし 、 進学先の大学等が実施

する 留学生向けの支援を 受ける ためには、 在留資格を「 留学」 に変更する 必要があ る ため、

事前に調べる よ う に指導し ま す。

エ　 就職

「 家族滞在」 のま ま では資格外活動許可の範囲を 超えて就労でき ないため、内定後、「 定住

者」 又は「 特定活動」 に変更する 必要があ り ま す。ま た、 高校卒業後に就職する ためには、

17 歳ま でに入国し ている 必要があ り ま す。入国時に 18 歳以上であ る 生徒は、 大学や専門

学校等に進学・ 卒業し て、「 技術・ 人文知識・ 国際業務」 や「 介護」 など の就労資格に変更す

る 必要があ り ま す。

・  定住者  

日本の小学校、中学校、高等学校等を 卒業し 、就職内定を 得た者

・  特定活動  

日本の中学校、高等学校等を 卒業し 、就職内定を 得た者（ 日本在留の親の身元保証が必要） 

日本の高等学校等に入学・ 卒業し 、就職内定を 得た者（ 日本在留の親の身元保証が必要）  

日本の高等学校等に編入学・ 卒業し 、日本語能力Ｎ ２ 以上合格者で就職内定を 得た者（ 日

本在留の親の身元保証が必要）

（ 5 ） 在留資格のない生徒

在留資格を 確認し た結果、 日本に滞在でき ない状況であ る こ と が判明し た場合は、 速やかに

関係機関や専門家と 連携し 、適切に対応し ま す。

出典： 出入国在留管理庁「 高等学校卒業後に日本での就労を 考えている 外国籍を 有する 高校生の方へ」
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２　国籍と就職

（1）	公正な採用選考
採用選考に当たって、事業者は在留資格を確認することとなっていますが、面接等で国籍や

出身地、家庭環境、宗教などを質問することは就職差別につながるおそれがあります。就職試
験後の報告で、そのような事実を把握した場合は、速やかに東京都教育委員会に通報します。

（2）	国籍要件（国籍条項）
多くの職種において国籍要件（国籍条項）は撤廃されていますが、現在も一部の職種で外国籍

の人が就けないものがあります。

ア　選挙権・被選挙権を要する職
国会議員、地方議会議員、地方公共団体の首長（知事、市長等）、裁判員、民生委員など、

選挙権・被選挙権を有する必要がある職には就くことができません。

イ　国家公務員
公権力の行使や国家意思の形成への参画に携わる国家公務員になることができません。

そのため、司法試験に合格した場合は、弁護士にはなれますが裁判官や検察官にはなれま
せん。また、防衛大学校や防衛医科大学校、海上保安大学校、気象大学校は国家公務員を養
成する機関であるため、受験することができません。

ウ　地方公務員
地方公務員は、各地方公共団体によって職種や業務内容、在留資格に制限がある場合は

ありますが、受験することができます。
また、令和４年度東京都職員Ⅰ類Ｂ採用試験においては、以下のように定められています。

●日本国籍を有する人のみ受験可  
事務、土木、建築、機械、電気、環境検査、林業、畜産、水産、造園、ＩＣＴ、衛星監視、獣
医、薬剤（区分Ｂ・薬剤師）

●日本国籍を有しない人も受験可  
心理、福祉（社会福祉士・精神保健福祉士・保育士・児童指導員・児童自立支援専門員）、
栄養士、薬剤（区分Ａ・薬剤師）

しかし、昇任制度については、日本国籍を有しない職員は管理職選考を受験できないことが
あります。志望する生徒がいた場合は、やりたいことや志望理由をよく聞き取り、制限される
事柄についてよく踏まえた上で、受験できる職種や受験資格について各地方公共団体の募集要
項等で確認したり直接問い合わせたりするよう指導します。

（3）	就職支援
高等学校卒業後、就職を目指す生徒の支援は、学校管轄ハローワークの学卒担当と連携して

就職支援を行うことができます。
なお、アルバイト等を含めた就労中のトラブル（賃金・残業代が支払われない、予告なく解雇

された等）の場合は「外国人労働者相談コーナー」で複数の言語に対応した相談を受けることが
できます。
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VI　多文化共生の推進
１　多文化共生とは

多文化共生とは、「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な
関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」（「多文化共生の推進
に関する研究会報告書」、総務省、平成18年）です。今後も外国につながる生徒の増加が想定さ
れるため、多文化共生に向けた取組を推進していくことが重要です。

２　学校全体での取組

（1）	人権上の配慮
東京都の公立学校には、多数の在日外国人幼児・児童・生徒が在学しています。昭和54年に

我が国が批准した「経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約」では、希望する外国人の
就学を認め、公立学校に受け入れることを義務付けています。また、平成28年６月に施行され
た「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」には、本
邦外出身者に対する差別的言動を解消するための教育活動を実施するとともに、そのために必
要な取組を行うことが定められています。こうした経緯や、平成30年10月に成立した「東京都
オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の実現を目指す条例」の趣旨を踏まえ、在日外
国人幼児・児童・生徒に関わる教育について一層の充実・徹底に努めることが大切です。

在日外国人生徒が心身ともに安定した学校生活を送ることができるよう配慮するとともに、
日本人生徒が広く国際社会において信頼と尊敬を得る資質を身に付けられるよう指導すること
が求められています。

（2）	居場所づくり
在籍ホームルームだけでなく、「取り出し」授業のクラスや、同じルーツの生徒達と過ごせる

場、部活動や委員会活動など趣味や特技を生かせる場、保健室や相談室等悩みを相談できる場
など、彼ら自身を肯定して受け止めてくれる場（居場所）を提供することも必要です。

（3）	母語・母文化
言語習得においては、例えば、小学校高学年や、中学校まで母語で学習を行っていた生徒は、

既に培っている力を生かしていく工夫が必要となります。母語で学ぶことは、母語の獲得を通
じた思考力の発達を促すだけでなく、アイデンティティの発達と促進、家族との絆、文化の継
承に関わります。日本語指導を行うだけでなく、母語や母文化の学びに対する支援を行うこと
が必要です。

母語・母文化の学びの支援例
○好きなスポーツや芸術活動で力を発揮できる部活動への入部
○英語の授業で会話力を生かす、国語の漢文の授業で原語の音読をするなど、学習で活躍で

きる機会を設定
○外国につながる生徒が集まる場を提供
○自国の文化や言語を生かした、外国につながる生徒によるイベントの実施
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【 例１ 】　「外国につながる生徒」による語学教室
多言語習得に興味のある生徒に対して、「外国につながる生徒」の母語を生徒自身が教え

る側となり、言語交流を行う。

【 例2 】　図書館での日本語多読と英語多読の交流会　
日本人生徒がやさしい日本語で書かれた本（絵本など）の読み聞かせをし、「外国につなが

る生徒」がそれぞれの言語で書かれた本を日本人生徒に読み聞かせる。誰もが知るおとぎ話
や有名作品を選書し、お互いに内容を把握できている上で読むことで言語の違いを楽しむ。
おすすめの本のPOPを多言語で作成し掲示するといった活動にも広げられる。

【 例3 】　「外国につながる生徒」・保護者による料理教室
日本とそれ以外の国の伝統料理について調べ、レシピを作る。皆で調理したものをそれ

ぞれの国の音楽を流しながら食べ、食を通した交流を行う。食事会ではそれぞれの国の民族
衣装に着替えたり、食事の方法などを教え合ったりする。また、世界のお茶会という形で、
日本の抹茶、インドのチャイ、台湾の中国茶、英国紅茶など、それぞれの作法で楽しみ、
お茶の入れ方や飲み方の作法を学びながら、文化的な歴史や伝統について知識・教養を身に
付ける。

【 例4 】　さまざまな「宗教・行事」の体験
世界には様々な「宗教」や「行事」がある。外国につながる生徒が日本の生徒に、自分自身

の母文化について説明し、体験する活動を行う。

〇イスラーム教
　　毎日５回決められた時間に、メッカの方向に礼拝をする。ラマダーンと呼ばれる時期は、

日の出から日没まで飲食をせず、断食期間後は「イード」と呼ばれる祝祭が行われる。食
品や調理法などについても決まりがあり、イスラーム教で認められる食品は「ハラール」
と呼ばれる。

〇春節
　　春節とは、中華圏における旧正月のことである。太陰暦最初の新月を１月１日とし、旧

暦最初の満月まで続く 15 日間のお祭りで、時期は年によって変わる。中国では特に大み
そかと正月は伝統的に家族と過ごすものとされており、新暦の正月よりもこの春節のほ
うが盛大に祝われる。

〇ダサイン
　　ダサインとはネパール最大のお祭りで、外国に働きに行っている人たちも家族のもと

に帰り、一緒に祝うものである。このお祭りが始まると、学校や企業なども約 10 日間の
休みに入る。ネパールでは太陰太陽暦のヴィクラム暦を採用しているため、ダサインの日
程も毎年変わる。日本では正月に帰省して家族と過ごすように、ネパールではこのお祭り
のときに家族と一緒に過ごして絆を深める。

自国の文化や言語を生かした、外国につながる生徒によるイベント例
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VII	研修
外国につながる生徒への教育を行う際、校内での研修会を開催したり、校外の研修に参加し

たりすることは有効です。

１	 校内研修

（1）	外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修のための「モデルプログ
ラム」の活用

公益社団法人日本語教育学会が、文部科学省の委託を受け作成し、外国人児童生徒等教育を
担う教員の資質・能力を「捉える力」「育む力」「つなぐ力」「変える／変わる力」の４要素で捉え、
それぞれの要素に対する研修プログラムを公開しています。
（資料編参照）

２	 校外での各種研修

（1）	東京都教職員研修センターによる研修
専門性向上研修などで日本語指導に係る研修を行っています。年度により行う研修内容が異

なるため、ホームページを参照して受講します。

（2）	その他の機関による研修
公益社団法人日本語教育学会の文化庁受託事業「子どものための日本語教育研修－子ども初

任コース／講師育成コース」や、NPO等が主催する研修（地域の事情、在留資格、異文化体験等）
も開かれています。

また、東京都生活文化スポーツ局都民生活部による「やさしい日本語」に関する研修（オンラ
イン・訪問）も利用することができます。

自己啓発（Self-Development）
・帰国・外国人児童生徒のための情報検索サイト「かすたねっと」  

外国人児童生徒等教育に関する研修動画などが掲載されている。  
https://casta-net.mext.go.jp/

・NITS独立行法人教職員支援機構オンライン  
日本語指導や人権教育などの研修動画が掲載されている。  
https://www.nits.go.jp/materials/
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日本語指導について





I　日本語指導の実際
１　カリキュラム編成

（1）	日本語の習熟度の測定
生徒に対する指導内容の判断は、日本語指導担当教員、生徒の担任など複数の視点による見

取り等を基に校長が行います。入学者選抜時や合格発表後の入学手続などでの生徒とのやりと
り等を通じて、日本語習得状況を把握します。また、客観的指標を用いて日本語の習熟度の測
定を行うことで、生徒にとってより適切な支援につながるとともに、生徒及び保護者の理解が
得やすくなります。

初めて日本語指導を担う場合は、市販の日本語教材が簡便です。日本語教材は、初級前半、初
級後半、中級前半、中級後半のように、対象とする学習者が分かれていることが多いため、その
区分に合わせて生徒の日本語の習熟度を判定することができます。判定のために使えるテスト
には様々なものがありますが、例えば、「高校生のための日本語実力テスト」は、文字・語彙テス
トと文法・読解テストの二部構成で、日本語能力試験N5（基本的な日本語をある程度理解する
ことができる初級前半レベル）からN2（高校の授業内容を理解できる中上級レベル）の判定が
行えるようになっているため、指導方法や内容、教材の判断が容易です。同じく「面接」を合わ
せて実施することで、生徒の口頭表現能力も測定することができます。

（2）	卒業までの指導計画
複数の教員で協議し、新入生に対して日本語指導が必要と判断した場合は、卒業までの指導

計画を立てる必要があります。例えば、１年次に日本語指導の時間を多く確保し、生徒の日本
語力を早めに伸ばせるように計画します。１年次には、必履修科目が多いため、「特別の教育課
程」を編成し、全日制課程の７時間目や定時制課程の０時間目などの時間を加えた個別の指導
計画を立て日本語指導の時間を確保するとともに、国語や地理・歴史、公民などでの「取り出し」
授業を実施し、「やさしい日本語」による教科指導を通じて日本語を身に付けられるようにする
など、指導の工夫が求められます。入学時に日本語が未習あるいは初級段階の生徒の場合は、
１年次の日本語指導だけでは授業内容を理解する日本語が習得できない可能性もあります。そ
の場合には、「入り込み」指導を行うともに、２年次以降も「特別の教育課程」による個別の日本
語指導や、学校設定教科・科目により日本語指導を継続できるようにします。

日本語習得状況判断のための客観的指標として用いられる例
・日本語能力試験（JLPT）の市販模擬テスト
・小学校・中学校の国語の市販模擬テスト
・Can-doチェック  

国際交流基金「みんなのCan-doサイト」  
<https://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.do>

・「国語学習Can-doリスト」
・「高校生のための日本語実力テスト」
・「面接試験」

Can-doチェックとは？
生徒が日本語を使ってできる

活動の例を「〜できる」という
形で示した文をCan-doという。
これを使って、生徒にできるこ
と、 で き な い こ と を 聞 い て
チェックする。
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（3）	日本語指導の教育内容の検討
ア　「特別の教育課程」

日本語指導が必要な生徒に対し、個別の指導計画に従って日本語の能力に応じた特別の
指導を行います。個別に設定された指導目標からみて、その成果が満足できると認められ
る場合には、単位を修得したことを認定します。「特別の教育課程」の編成・実施の判断は
各学校の校長が行います。

通常の教育課程に加えるか、教育課程の一部に替えて実施するか、又はその両方を組み
合わせて実施します。ただし、学習指導要領に定める必履修科目など一部の教科は替える
ことができません。指導形態も、週時程に組み込んだり、入学直後や長期休業中に集中的
に行ったりするなど、柔軟な教育課程の編成を行うことができます。

指導内容は日本語指導だけでなく、各教科等の授業への参画を目指すものや、社会参画
意識形成を目指すものなど、幅広い内容を扱うことができます。

都立高等学校等では、「特別の教育課程」を実施する場合は、「日本語指導コーディネー
ター」を各課程１名指名でき、この「日本語指導コーディネーター」が個別の指導計画の作
成や校内外の調整などの中心的な役割を果たします。直接の指導を行う「日本語指導担当
教員」と日本語指導に係る外部人材である「日本語指導支援員」とで当該生徒に対して指導
を行うこともできます。

イ　教科の「取り出し」授業
各教科の各科目において、習熟度別授業を展開し、日本語指導が必要な生徒等に対して

指導を行います。「やさしい日本語」を用いたり、ルビ付きの教材を用いたりするなど、当
該生徒が各教科・各科目の学習指導要領の目標を達成できるように教科指導を行います。
各教科・各科目の目標に合わせて観点別学習状況の評価を行い、修得が認められる場合に
は各教科・科目の単位認定を行います。

ウ　授業への「入り込み」指導
各教科の各科目において、通常の教育課程の授業内で日本語指導が必要な生徒に対し、

母語話者などが支援を行います。

３年間の指導計画の例
【 １年次 】
３単位「特別の教育課程」（入学直後の集中指導（１単位）＋２単位分の日本語指導）に加え
て国語の「取り出し」授業を実施する。

【 ２年次 】
「特別の教育課程」により国語の週２単位を日本語指導に充て、学校設定科目で「日本語」
２単位を用意し、週４単位の日本語指導を実施する。

【 ３年次 】
学校設定科目で「日本語」２単位を用意し、日本語指導を実施する
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エ　学校設定教科・科目の設置
各学校の目標に合わせて、学習指導要領で示されていない教科や科目を設定して教育課程

を編成し指導を行います。学校設定科目については、学習指導要領に示されている教科の科目
として設定する場合は、その教科の目標に準拠した目標を設定します。

各教科・各科目の目標に合わせて教員が指導を行い、観点別学習状況の評価を行います。
目標に合わせて修得が認められる場合には、当該の学校設定教科・科目の単位認定を行います。

オ　その他の支援
全日制課程の７時間目や定時制課程の０時間目などに、日本語指導が必要な生徒に対し

て日本語指導や教科指導の補習を行います。長期休業中などに集中的に補習を行うことな
ども考えられます。

また、ＮＰＯなど外部の機関が行っている「日本語教室」などを紹介することも考えられます。

（4）	教材

　■初級
初級レベルの総合日本語教材には様々なものがありますが、読解と文章表現課題を多く

含む教材を採用すると指導が容易です。教科学習には、特に「読む」、「書く」技能が重要と
なります。日本で生活して学校に通う生徒の場合、「聞く」、「話す」力は、日々の生活を通し
て向上していきますが、「読む」、「書く」力を高めるためには学習が必要です。

日本語の習熟度の測定のための面接試験を実施する際など、これまで使用した教材を生
徒から聞き取り、既習の教材との重複を避けます。

　■中級
中級レベルの総合日本語教材は、理科や社会など教科学習に関連のあるテーマを読解素

材に多く扱うものを採用することが考えられます。教科学習に必要な語を学ぶことができ、
教科学習で扱われるテーマに親しむことができるなどメリットがあります。読解、文章表
現に特化した教科書も、扱うテーマを生徒に合ったものにすると、生徒の学習意欲の向上
につながります。

　■漢字
漢字は教科学習に欠かせないため、漢字学習に特化した教材を別途用意することが考え

られます。授業では、漢字指導のための時間が十分に確保できないため、教材選定の際には、
練習が豊富に用意され自習に向いているか、学習アプリなどの付属教材等、自学自習しや
すい内容かなどの観点で検討します。

　■国語教科書のリライト教材等
リライト教材とは、学年相当の国語の教科書の読み物を「やさしい日本語」に書き換え、

生徒がテキストの内容を理解できるようにしたものです。難しい語を抜き出して、生徒の
母語や英語の訳をつけた語彙

い

リストを用意するなどの工夫も考えられます。
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（5）	組織的な指導
ア　授業運営

「特別の教育課程」による指導、国語の「取り出し」授業、学校設定教科・科目などを組み
合わせて日本語指導を行う場合、複数の授業担当者がチームを組むなどして組織的に指導
に当たることになります。まずは、メンバー間で指導の目的を確認し、各自の役割や基本
方針を明確にしておく必要があります。

イ　評価
「特別の教育課程」による指導の評価方法、国語の「取り出し」授業の観点別学習状況の

評価方法等について、担当する全ての教員が事前に共有する必要があります。学校設定教
科・科目による日本語指導の場合、当該教科・科目の目標に準拠して評価します。いずれも、
学校として評価の方針を決定しておきます。

また、日本語指導におけるアセスメントは、各生徒の日本語の習熟度を適切に把握し、
指導形態の施行時期を適切に判断するために行う側面もあります。定期考査の結果だけで
は、授業に参加できる日本語力があると判断するには不十分です。生徒が授業中に書いた
作文、スピーチの録音なども学習ポートフォリオとして残しておきます。「高校生のための
日本語実力テスト」等を活用し、一定の習熟度（N2レベルなど）に達していれば「取り出し」
授業を終了するなど、指導形態の移行を検討する際の材料とします。

指導形態の移行後、「入り込み」指導を含め、どのような支援ができるのかを併せて決め
ておくとともに、生徒自身が困難を訴えた場合には、柔軟に「取り出し」授業等に切り替え
られるよう日本語指導担当者だけでなく、ホームルーム担任、他の科目の担当者など複数
の教員で多面的に検討しておきます。

（6）	クラス編成
「特別の教育課程」による日本語指導は、個別の指導計画に沿って行われるため、個別指導が

基本となりますが、学校設定教科・科目での指導や、「取り出し」授業で初級から中級前半まで
の指導を終えるためには、できるだけ生徒の日本語の習熟度を揃えておくと効果的です。日本
語指導のクラスで、異なる習熟度の生徒に教員一人で対応した場合、生徒の日本語力が伸びず、
２年次にも「取り出し」授業を継続せざるを得なくなることが考えられます。入学時の日本語レ
ベルの測定結果を学級編成にも生かし、同じ日本語の習熟度の生徒が同じ曜日・時限に共に学
べるようにするなどの工夫を行います。

用意する教材

初級前半 初級後半 中級前半 中級後半以降
（１）初級レベルの総合日本語教材

＊「初級１」「初級２」のように２分冊に
なっていることが多い。

＊「読む」「書く」活動の充実したもの
（２）初級レベルの漢字教科書

（１）中級レベルの総合日本語
教材
＊読解や文章表現に 

特化した教材でも可
（２）中級レベルの漢字教科書

学年相当の国語教科書
のリライト教材から国語
の教科書へ
＊必要に応じてルビ振り

や語彙リストを用意
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（7）	学校設定教科・科目による日本語指導
２年次、３年次に、学校設定教科・科目の時間を利用して日本語指導を継続する場合は、「読

む力」と「書く力」を伸ばすことを目標とし、日本語教材を選定します。中級レベルからは、日本
社会や科学をテーマとした読解教材も多く市販されており、読解技術の向上だけでなく教科学
習に関わる知識の獲得も目指すことができます。大学進学を希望している生徒の場合は、小論
文試験を受ける可能性もあるため、生徒の希望する進路や興味に合わせて日本語学習者のため
のアカデミック・ライティングや論文作成の教科書を選ぶことなどが考えられます。多くは上
級レベルの学習者を想定していますが、中級後半レベルに差し掛かった学習者であれば使用で
きるものもあります。

また、日本語指導の時間に日本語教材を使わずに、プロジェクトワークなどを行うことも考
えられ、生徒の母語を積極的に活用した調査、国際交流イベントや学校行事とのコラボレーショ
ンなど、学校の実情に合わせた活動を計画します。
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II	 教室環境整備
日本語指導を行う場合に必要になるのが「教室」です。生徒を受け入れるに当たって、生徒が

安心して学習できるよう環境を事前に整えておく必要があります。日本語指導を行う教室「日
本語教室」の設置場所や方法、必要な設備・備品等を、あらかじめ把握し早めに検討しておくこ
とが重要です。

１　日本語教室の選定

日本語教室を設置するに当たって、教室の広さや数、授業担当者用のスペースの有無を検討
します。

以下のポイントを踏まえて、空き教室等を候補に検討

（1）	教室の広さ
同じ時間に日本語教室で学習する生徒の人数や指導形態を想定して、教室の広さと数を検討

します。クラスを分ける可能性があることや次年度以降の入学生のために教室を拡充する可能
性があることも念頭におきます。

（2）	教室の場所
職員室に近い部屋を選ぶことで、生徒と教員が出会う機会や、短い会話をかわす機会ができ

ます。生徒との関係構築へとつながり、生徒にとっては高校生活の安心につながります。
日本語指導担当者用スペースだけでも職員室の近く又は職員室内に配置することができると、

双方の負担の軽減につながることが期待できます。

・同じ時間に「日本語教室」で指導を受ける生徒の人数
・外部人材に授業担当を依頼する場合の同じ時間に来校する授業担当者の人数

①教室の広さ
②日本語指導担当者用スペース
③教室の場所
④備え付けられている設備
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２　日本語教室の設備・備品

日本語がまだ十分に習得できていない段階の生徒にとって、日本語教室での授業は境遇の近
い生徒と交流したり、日本語指導担当者と対話したりできる貴重な時間となります。不安や葛
藤を抱える生徒にとって、安心して自己開示ができる「居場所」となるよう、指導に関わる者が
一体となって教室を作り上げていきます。

（1）	日本語教室に必要な設備・備品
日本語教室や日本語指導担当者スペースに必要な設備や備品、教材等は、以下のとおりです。

日本語教室の設備・備品の例
必要なもの…◎　あった方がよいもの…〇

設備・備品

黒板又はホワイトボード ◎

時計 ◎

教卓 ◎

生徒用の机・椅子　　 ◎

掲示板（生徒への連絡・成果物の掲示用） 
（ホワイトボードなどで代用可） ◎

プロジェクター 〇

タブレットパソコン 〇

世界地図 〇

日本地図 〇

ファイルボックス（教材等整理用） 〇

生徒が自由に読める本
（やさしい日本語で書かれた物語等） 〇
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日本語学習者向けのやさしいレベルの本の中から、読みたいと思う本を自分で選び、辞書を
使わずにたくさん読むこと（多読）は、語彙

い

の習得や漢字への苦手意識の軽減等様々な効果
がある。生徒が自由に手に取れるよう、配架できるとよい。

配置をアレンジして様々な授
業活動が行えるように動かし
やすいもの

提出物の内容と期日、テスト
日程や範囲、時程表を掲示する。

生徒との会話、関係構築のため
に世界地図などがあると良い。



（2）	日本語指導担当者に必要な設備・備品
ア　教材・教具

生徒の日本語の習熟度や日本語指導担当者の指導方法により必要な教材・教具は異なるた
め、日本語指導担当者と適宜相談の上、充実していきます。

イ　授業管理
授業の運営に合わせて必要なものを準備すると効果的です。ティームティーチングの場

合は指導計画表等も併せて整理しておくと便利です。

日本語教室の設備・備品の例

設備・備品

【
教
材
・
教
具
】

授業担当者用の机・椅子 ◎

コピー機（及びトナー） 〇

その他
・CDプレイヤー
・市販の日本語学習教材
・小・中・高の国語教科書
・各教科の教科書
・作文用紙
・模造紙
・画用紙
・マジック
・棚
・ひらがな／カタカナ／漢字表
・各種カード
・文学作品のマンガ本
・文学作品の英語の本
・生徒の母国に関する本、母国語で書かれた本

指導内容により必要に
なる可能性がある

【
授
業
管
理
】

「授業記録」 〇

「成果物」保管用ファイル 〇

「指導計画表」等 〇

必要なもの…◎　あった方がよいもの…〇

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
に
つ
い
て

参
考
資
料

44



３　関係者間の連携のために必要な備品

日本語指導の関係者との連携において、必要な書類の受渡しやお知らせの配布といった業務
連絡と、生徒の学校生活等に関する情報交換が必要となります。日本語指導担当者が校内で立
ち寄る場所やオンラインツールを利用して、円滑に進めます。

①	業務連絡ツール
連絡内容に応じてツールを選択すると効果的です。オンライン情報共有ツールを使用すれば、

即時に情報共有ができコメント等も可能になるため、導入を検討します。また、以下の情報は
日本語指導担当者用のスペースに掲示しておくと、必要なときにいつでも確認できます。

・年間行事予定表　・職員室の座席表　・日本語指導の時間割と担当者　・各クラスの時間割

②	書類などの受渡しツール
日本語指導担当者とは、テストや書類などを受け渡しする場合があります。鍵付きの引き出

しや暗証番号付きのボックス等を活用することも、あらかじめ検討しておく必要があります。
個人情報の取扱いは各学校の規定や方法を踏まえるとともに、管理職の指導の下で管理の徹底
を図ります。

③	生徒に関する情報交換ツール
生徒に関する情報の連絡は、生徒別又は連絡の必要な項目別にフォーマットを作成し、オン

ラインの情報共有ツール等を活用して情報を共有します。
個人情報を取り扱う場合は、各学校の規定や方法を踏まえるとともに、管理職の指導の下で

管理の徹底を図ります。

連携のために必要な備品の例

①業務連絡ツール 
　（オンライン情報共有ツール、ホワイトボード、バインダーファイル、ノート等）

②書類などの受渡しツール
　（鍵付きの引き出し、またはボックス等）

③生徒に関する情報交換ツール
　（オンライン情報共有ツール、ノート）
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III	 組織的な指導
一人の生徒の教育に携わる関係者は、担任及び学年の教員、各教科の担当教員、部活動や委

員会の顧問などが考えられます。日本語指導が必要な生徒は、これらに加え、「日本語指導担当
教員」、「日本語指導コーディネーター」、「日本語指導支援員」等も加わるため、情報の共有が重
要です。

１　指導計画の共有

「特別の教育課程」を編成・実施する場合は、「個別の指導計画」を作成することになりますが、
それ以外の外国につながる生徒についても学習進捗状況を関係者間で把握するため、指導計画を
作成することは有効です。指導計画の大枠は、「日本語指導コーディネーター」が定めると効果的です。

２　授業の記録と共有

「特別の教育課程」を編成・実施する場合、「個別の指導計画」を作成し、「生徒に関する記録」
と「指導に関する記録」を作成することとなります。他の生徒についても、今後の日本語指導の
在り方を考える貴重な材料になるため、例えば、次の３点を踏まえ記録をすることが望まれます。

（1）	授業内容
予定していた内容と実施した内容を記録します。

（2）	生徒の理解状況
生徒がどの程度理解できたかを記録します。

（3）	生徒の情報
日本語指導担当者が授業内で知り得た生徒情報を記載します。

生徒の教育に携わる関係者チーム

日本語指導コーディネーター

日本語
指導担当者 生徒

外部人材
日本語指導支援員

部活動・委員会
顧問

各教科担当者

担任
学年
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授業記録の例
〇〇　〇〇（授業名）　　授業報告

　　　月　　　日（　　）　　　時間目 教室：

授業担当者：
クラス 生徒名 進度 出席・欠席・遅刻

□スケジュールどおり　□遅れ・変更有 出・欠・遅（　分）

□スケジュールどおり　□遅れ・変更有 出・欠・遅（　分）

□スケジュールどおり　□遅れ・変更有 出・欠・遅（　分）

□スケジュールどおり　□遅れ・変更有 出・欠・遅（　分）

（1） 授業内容・引継ぎ事項

（2） 生徒の理解状況（理解していたこと・理解していなかったこと）

（3） 生徒の情報（日本語学習外の授業、他教科での指導）

例）
トピック１「教室」
１）～へ／に…行きます／来ます／帰ります
①会話文（p.〇）の範読→学習文型を使った例文を提示
②学習文型の意味を確認
③口頭でドリル練習
④書く練習（p.〇の練習問題使用）
⑤タスクによるアウトプット練習

※『〇△活動集』p.〇のタスクを使用

例）
・理由を尋ねられたとき、「〜ので…です」という言い方で回答する方

法を学習しました。どんなシチュエーションでも上手に対応できました。
・本文で述べられている「行雲流水」という日本独特の価値観がよく

わからなかったようです。
・母語の影響か、清音と濁音の区別が苦手のようです。発音だけでな

く、書くときにも間違いが多く見られます。
・絵がとても上手で驚きました。日本語作文集の表紙のイラストを描い

てくれました。

例）
〇〇の授業についていけず、投げやりになっているようです。板書の
スピードが速くて書き取れないそうです。
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３	 成果物の保管・共有

授業中の活動で生徒が書いた作文やポスター等の発表資料などの成果物を、生徒が自ら整理
してポートフォリオを作成したり、日本語指導担当者側が集めたりします。学期途中や年度開
始前に指導形態を検討するに当たって、これらの成果物が判断材料の一つになります。生徒の
教育に携わる関係者間で、いつでも閲覧が可能な形態で保管しておくことが考えられます。

４	 オンラインツールの活用（情報共有方法）

オンラインツールを使用すれば、情報共有がより迅速かつ効率的に行えます。特に、日本語
指導関係者が複数いる場合、オンライン会議などで、一斉に打ち合わせする機会を設けること
なども有効です。ただし、個人情報の取扱いについては学校の規定や管理職の指導に従います。

５	 教室で使用する用語

（1）	「やさしい日本語」
「やさしい日本語」とは、単語や文の構造を簡単にし、必要に応じて説明を加えるなどした、

普通の日本語よりも簡単で、外国人にも分かりやすい日本語です。

例１）学期に1回程度、日本語指導担当者間で実施
授業内容やカリキュラムの振り返り、各自が疑問に感じていることの相談、今後の授
業方針の決定等

例２）月1回～学期に1回程度、生徒の教育に携わる関係者チーム全体で実施
日本語と教科の指導内容の確認、研修会開催の提案や相談等、学校全体で対応するこ
となど
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（2）	用語の統一
日本語指導では、担当者が生徒の日本語の習熟度に合わせ、授業中に使用する日本語の難易

度を調整します。特に、初級段階の日本語指導では、使用する日本語に細心の注意を払う必要
があり、教室で使用する基本的な用語は日本語指導担当者間で統一します。さらに、他の授業
においても同様の用語を使用するよう、共通理解を図る必要があります。

基本的な用語の例
□名詞の統一
　例：氏名→名前、試験・考査→テスト、課題→宿題、職員室→先生の部屋…等

□生徒への指示（短く、はっきり言い切る）
　例：（授業を）始めます、終わります　聞いてください、見てください、書いてください、

言ってください、もう一度お願いします  
（プリントや宿題を）出してください　（教室や職員室に）来てください

□生徒にフィードバックをするとき
　例：いいです／だめです　（婉

えん

曲的な注意は理解されない場合がある）
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IV	日本語指導の方法
１	 学期・月単位での予定の立案

「日本語指導コーディネーター」等は、生徒の日本語レベルに沿った年間目標を設定した上で、
日本語指導の個別指導計画を立てます。市販の教材を使用する場合は、扱う箇

か

所やペースなど、
大まかな予定を組みます。その後、学期・月単位での進度へと落とし込みます。予定の立て方の
流れは次のとおりです。

（1）年間の授業数確認
例：１年間で70単位時間（「特別の教育課程」で２単位）
35単位時間を入学直後に集中的に指導、35単位時間を週時程に位置付けて指導  

入学直後の指導は「サバイバル日本語」（学校生活で日常的に使う言葉）と「日本語基礎」を行い、
週時程に位置付けた指導は、前半 15 単位時間を日本語基礎固め、後半 20 単位時間を教科との
統合学習に割り当てる、等

（2）使用教材の一単元当たり必要な時間数を確認
教材の前書きに記載されている学習時間の目安などを参考に、一単元に何単位時間必要か確

認します。

（3）年間の学習計画を決定
教材を必ず全部使う必要はありません。扱わないテーマや場面、活動を判断する基準例は次

のとおりです。
・ 高校生には適さないテーマ（ビジネスや育児に関連するテーマ、他）
・ 対象クラスの生徒には必要ない場面（簡単な買い物や観光の場面、他）
・ 高校生活を送るに当たって、必ずしも急いで習得する必要はない文型（敬語、他）
・ 対象クラスでは行いにくい活動

（4）学期又は定期考査・月単位での進度を決定
学期単位や月単位で、実施する単元を決め、日本語の授業担当者に具体的な授業計画の立案

作成を依頼します。

指導時期
教材

教材『はじめてのにほんご〇△』 教材『〇△にほんご』

入学直後 1,3,4,5,6,8,9,10 -

１学期末まで 11,13 1,2,4

２学期中間まで 14 5,6,7

２学期末まで - 8,10,11,12,14

学年末まで - 16,19
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【	指導計画表の効果的な活用	】
チームで組織的に指導をする場合は、円滑な授業運営のため、学期又は定期考査・月単位で

の進度を基にした時間ごとの詳細な進度計画表があると、授業の引継ぎもしやすくなり便利で
す。詳細な指導計画表は、日本語授業の担当者が適宜作成します。

指導計画表に含める項目の例として、次の①〜④が挙げられます。

指導計画表の例（初級クラスの一部）

通し番号 単元 １時間の授業内容
教科書：『◎◎にほんご初級』 授業目標 備考

初級22 4 「私の国・町」
・テーマ導入（p.○）

自分の国や町のどこにあり、
日本までどれくらい時間が
かかるかを説明したり、相
手に質問をしたりすること
ができる。

副教材（p.○-○） 
語彙問題

初級23 4 ・聴解問題（p.○）
・練習問題（p.○-○）

初級24 4 ・練習問題
・タスク

副教材（p.○-○） 
練習問題

初級25 4 ・読解問題
・語彙の復習

初級26 4 ・作文タスク 宿題：インタビュー活動

初級27 4 ・小テスト
・作文返却、清書→提出

指導計画表の例（中級クラスの一部）

通し番号 単元 １時間の授業内容
教科書：『◎◎にほんご初級』 授業目標 備考

中級1 1

・テーマ導入
・新出語彙の確認
・本文範読、段落分け
・本文問い：口頭で確認
・本文漢字：読みを確認

・本文のテーマについてイメージを
つかむことができる

・本文の大体の内容が理解できる。
・新しい語彙を覚える。

翻訳版語彙リストを 
活用

中級2 1
・本文漢字：1段落読みと書き
・本文（１段落）音読
・文法問題A、B

・本文で使われる文法の意味を理
解し、その文型を用いて正しく文
を作成することができる。

・新出漢字の読み書きができる。

中級3 1
・本文漢字：2段落読みと書き
・本文（2段落）音読
・文法問題C,D

同上

中級4 1
・本文漢字：3段落読みと書き
・本文（3段落）音読
・本文問い：筆記で解答
・本文精読：接続詞、指示語の確認

・新出漢字の読み書きができる。

・本文問いは教科
書の余白または
ノート、プリントに
簡潔に書き、その
場で添削する。

①通し番号（指導計画を１時間ずつ設定する際に、便宜上割り振った番号）
②教材名・単元・該当指導項目やページ数
③その時間の目標
④指導に当たっての注意事項等
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２　生徒に配布する予定表
授業担当者が用いる指導計画を基に、生徒に配布する個別の進度予定表（月ごと又は学期ご

と）を作成して配布すると効果的です。自律学習ができるようにするためには、学習計画を把握
して学習を進めるという習慣付けを支援する必要があります。次の授業までの予習内容、課題
の提出期限、小テスト等に備えての復習方法など、予定表があれば、それを基に生徒自身が主
体的に学習に取り組むことができます。生徒に対して予定表の使い方を説明し、意義を理解さ
せた上で配布することが望まれます。

中級5 1

・本文（1〜3段落）ルビなし音読
・発展問題：自由発話
・本文要約：口頭で確認後、書いて

まとめる
・作文：他の生徒との話し合いの後、

二つのうち好きな方のテーマを選
び、アウトラインのヒントに沿って
作文。（200字程度）→提出

・設問に正しい形で解答すること
ができる。

・ヒントを使って、簡単に本文の要
約ができる。

・アウトラインのヒントを使って、自
分の意見や感想を200字程度
で書ける。

・要約はノート、プリ
ントに簡潔に書き、
その場で添削する。

・作文は罫線横書き
で行う。

中級6 1 ・小テスト
・作文返却、清書→提出

個別の進度予定表の例
１年Ａ組〇〇〇〇さん　４月の予定表

日付 時限 通し
番号

授業内容
予習・宿題

単元 教材：『はじめてにほんご〇△□』

4/8（月） 1〜4 初級1・2
初級3・4 1 ＜せいかつ＞

・あいさつ　・けんこう

4/9（火） 1〜4 初級5・6
初級7・8 2 ＜せいかつ＞

・あんぜん　・がっこう

１年B組〇〇〇〇さん　４月の予定表

日付 時限 通し
番号

授業内容
予習・宿題

単元 教材：『〇△□にほんご』

4/8（月） 2 中級1 1
＜思いやり＞
・テーマについて話す（p.○）
・新出語彙の学習（p.○）
・本文（p.○）通し読み

p.2の質問について、 
授業までに考えておく

4/9（火） 3 中級2 1 【1・2段落】
・漢字学習　・本文音読　・文法問題①（p.○）

4/10（水） 1 中級3 1 【3段落】
・漢字学習　・本文音読　・文法問題②（p.○）

4/12（金） 4 中級4 1 【1〜3段落】
・本文精読　・読解問題（p.○）

4/15（月） 2 中級5 2 ・本文要旨の作成
・作文タスク

授業中に作文が終わらな
ければ、宿題とする。

（提出：小テストの日まで）
4/17（水） 1 中級6 2 小テスト
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【	参考：指導計画一覧	】
一人の生徒に対して複数の日本語授業担当者が指導を分担する場合、指導計画一覧を作成し

ておくと、各担当者の指導担当箇所や各生徒の進捗状況が関係者チーム全体で把握できます。
「取り出し」授業の場合、クラスが多いと時間割が複雑になり、進度の調整も大変になります。

また、一つのクラス内に異なる習熟度の生徒が混在すると、授業担当者を習熟度に合わせて同
時間帯に複数名配置したり、一つのクラス内で 1 人の担当者が異なる内容の授業を同時に進行
したりするなど、指導する側にとっても負担が大きくなります。

指導計画表一覧の例

日付 曜日 担当
1組 2組 3組 4組 5組

Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん Fさん Gさん Hさん Iさん

7月11日 月 〇
〇 初級40 中級45

7月11日 月 〇
〇 初級75

7月11日 月 〇
〇 中級44 中級44

7月11日 月 〇
〇 中級43 中級43

7月11日 月 〇
〇 中級44 初級40 中級44 中級44

7月12日 火 〇
〇 初級76

7月12日 火 〇
〇 中級45 初級41

7月13日 水 〇
〇 初級41 中級46 中級46 中級46

7月13日 水 〇
〇 中級45 中級45 中級45 中級45

7月13日 水 〇
〇 中級46 中級46 初級77
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教室内の活動

（1）	教室内の活動の流れ
日本語の授業では、一般的に次のような流れで教室内の活動を進めていきます。

【初級の指導（文型シラバス）を行う授業の場合（例）】

Web上で検索すると、タスク活動のヒントになる数多くの書籍やWebサイトを見付けるこ
とができます。上手に活用し、導入した文型をアウトプットできるよう、授業を組み立てます。

様々なルーツをもつ生徒が集まっている場合、母語や文化のインフォメーションギャップを
利用した有意義なインタビュータスクを行うことができます。また、アウトプットの活動を通
して、母文化を他者に紹介する機会も得られます。

一方、中級以上の総合日本語教材は、会話形式ではなく、ある程度まとまった長さの文章を
本文としている場合があります。本文中の文型学習のみならず、読解問題、本文の内容を更に
深く考え議論するための問題提起、本文要約や作文につなげるためのヒントが掲載されている
こともあります。

①学習項目の提示
　例）教材の本文会話から「〜たことがあります（経験）」に注目

②意味や機能の確認
　例）複数の例文の提示、絵や母語を活用→意味や機能を確認

③接続方法の確認＆パターンプラクティス
例）動詞の「た形」が入ることを確認→動詞のキューを与えて 

「〜たことがあります」の型が身に付くよう繰り返し練習、他

④本文会話の中での使い方を確認
　例）本文会話を使って会話練習（疑問形や答え方も確認）

⑤タスク活動
例）クラス全体で、様々な経験を表すイラストや単語を入れた 

ビンゴゲームをしながら、会話練習を行う。
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・私はアメリカへ行った
ことがあります。

・私は新幹線に乗った
ことがあります。

・私は雪を見たことが
ありません。…等

教師:食べます
生徒:食べたことが 

あります
教師：行きます
生徒：行ったことが 

あります
……… 生徒A：Bさん、納豆を食べたことがありますか。

生徒B：はい、あります。
生徒A：そうですか。おいしかったですか。
生徒B：いいえ、まずかったです…。
生徒A：そうですか。私は大好きですよ。
生徒A：Cさん、富士山に登ったことがありますか。
生徒C：いいえ、ありません。いつか登りたいです。

納豆 UFO JLPT

花見 富士山 遅刻

カラオケ 馬 相撲



本文のテーマは、日本事情のみならず、環境、医療等、共通性の高い課題を扱っています。生徒
が母国と日本の違いや共通点を考え、日本語で自分の考えを発信できる機会を可能な限り多く
設けることが望まれます。

【中級の授業の場合（例）】

一般的な日本語教材を使用するとしても、日本語の習熟度の違いを問わず、高校生活へのつ
ながりを常に意識することが大切です。高校生にとって身近な話題や例文を提示したり、国語
学習を意識して本文を精読したり、「取り出し」授業をしていない教科で扱っているテーマや語
彙
い

を取り上げたりする等、様々な工夫が可能です。

①テーマの導入・自由会話

②本文で使われる新出語彙の導入・意味の確認

③本文の範読、大意の確認

④１段落ずつ学習

⑤読解問題・本文の音読

⑥発展課題・ディスカッション等

⑦テーマに沿った作文を書く

例）テーマ：「インターネットと個人情報」 
→1日にどのくらいネットを使うか？個人情報にはどんなものがあるか？…等

例）財産、戸籍、遺伝子、管理する…等

・教師の範読又はCDを利用して本文を通して聞く
・本文全体の〇×問題を解く…等

・難しい文型や表現・漢字を取り上げる
・精読する

・解答の根拠になる本文の箇所を確認する
・本文全体を既習漢字のルビを外して音読する

・本文の要旨を書く
・グループ内でディスカッションをする（例：インターネットの利用

の在り方について、個人情報保護について、等）

例）高校生とインターネットの付き合い方、インターネットの今後
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・市販の教材には、数か国語の翻訳
を付した語彙リストが付属して
いるものもある

・動詞は、一緒に使う助詞もセット
で導入する

・生徒の状況に応じて、類義語や対
義語も導入する

難しい文法については、意味の説明
や練習問題を収載している教材が
多い

・作文の基本的な書き方、原稿用紙
の使い方は別途指導する

・作文の字数は生徒の日本語の習熟
度によって調整する

・1年を通して徐々に長く書けるよ
うに計画する



（2）	様々な教室内の活動
日常生活・高校生活の中で自然に力が付きやすい「話す」「聞く」活動よりも、「読む」「書く」活

動を多く行うことが望まれます。また、教科学習につながりやすく、応用できる教室活動として、
例えば、次のような活動が考えられます。

３　宿題

宿題は、学習の効果を高めるためには重要です。しかし、宿題を課すことを前提に日本語の
学習を進めると、生徒の負担が大きいため、必要最低限の量で検討します。

文法ドリルや漢字練習等の宿題だけでなく、高校生活や教科学習につながるよう、次のよう
な宿題を課すことも有益です。

どのような宿題を課すにせよ、提出期限や、宿題の提出が成績にどの程度反映するか、生徒
に事前に説明します。日本語の授業でも、宿題（＝提出物）の大切さを生徒にしっかり伝え、確
実に提出する習慣付けを支援します。

・語彙
い

の学習：語彙
い

マップの作成、ディクテーション練習
・漢字の学習：漢字カードやアプリゲームの活用、定期的な小テストの実施
・読解力の向上：音読活動、再話活動（これらの活動を行うことで、意味のまとまりの理解

に加え、正しい発音やイントネーション、語彙
い

の理解度や漢字の習得状況も確認できる。）
・プロジェクトワーク： 

母語も使用して調べたことをまとめ、日本語でポスターを作成・発表する
・インフォメーションギャップを利用したインタビュー： 

多様な母語を持つグループで、他の生徒に各国事情について等のインタビューを行う

日本語授業における宿題の例
①クラスとつながる宿題 

例）日本語授業で学習したテーマについて、所属クラスにアンケートをする
②教科学習につながる宿題 

例）「取り出し」授業の科目の通常クラスの考査問題を解く
③日本語の基礎力を底上げする宿題 

例）読書や日記を課す、母語で読書した内容を日本語で紹介する
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４	 自律学習の支援

（1）	自律学習の重要性
生徒は慣れない日本での生活や学校生活に適応しながら、学習の成果を示すことが求められ

ています。限られた授業時間で目標を達成するためには、生徒自身が学ぶべきことを把握し目
標に向かって見通しを立てたり、振り返ったりして自律的に学習を進めていく必要があります。

慣れない日本で不安や葛藤を抱えながら、自律的な学習にまで向き合っていくことは容易で
はありません。また、意欲や能力があっても、日本語の能力が障害となって、適切な学習教材が
選べないといった生徒もいます。指導者からの支援なしに生徒が一人で学習を軌道に乗せてい
くことはかなり難しいことです。

このような生徒に対して、教師は日々の指導の中で、学習項目を教えるだけにとどまらず、生
徒自身が自分の力で学習を進めていけるよう、適宜必要な情報を提供したり、助言やサポート
を行ったりすることが不可欠です。教師は生徒の置かれている状況を把握した上で、生徒の学
習のよき伴走者となることを目指します。

（2）	自律学習の支援
自律学習の支援を行う際は、「学習の見通しを立てる」、「学習を行う」、「学習を振り返る」とい

う３つの段階が循環することを目指します。加えて、「生徒が自分で学習への関心や動機を高め
られるようになること」、「生徒が自分の学習を観察できるようになること」、「生徒が自分で学
習方法を検討できるようになること」、という３点を意識して助言やサポートを行います。

【	活動のアイデア	】
自律学習の対象となる活動は、日本語の学習教材に限りません。生徒の興味や日本語の能力

に合わせて日常生活の中から学びたいものを見付けるなどして、生徒が楽しんで取り組めるよ
う支援します。

また、母語や母文化をはじめ、複数の言語や文化を経験している生徒の特性を活動に生かす
ことも考えられます。ここでは、日本語学習につながる自律学習の例を日本語の初級学習者と
中級〜上級学習者に分けて紹介します。自律学習は生徒の自己学習時間を活用して行うことが
前提となりますが、「学習の見通しを立てる段階」、「学習を振り返る段階」に関しては、教師が
サポートをしながら進めるとより効果的です。
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【	自律学習の例	】

初級学習者向けの学習活動

市販の日本語学習教材（「文章表現のワークブック」等）を用いた学習活動
・期間、目標ページ数等を決めて教材に沿って学習を進める。
日本語学習者向けの本（物語等）を用いた学習活動
・目標冊数を決めて、読書記録（書名と感想など）をつける／言葉ノート（書名と新しく学んだ言葉

や表現、慣用句）を作成する。
駅で使用される漢字を見付ける学習活動
・毎日利用する駅等で、新しい漢字を見付けて写真を撮ってくる。生徒のペースに合わせて数を決

め、ノートに記録する。
学校や自宅沿線の駅名を調べる学習活動
・よく利用する駅等の沿線の駅の漢字とその読み方を調べる。1か月に1路線等目標を決めて図表

にまとめる。
コンビニや食品スーパー内の案内表示や食品パッケージを用いた学習活動
・店内の案内表示や商品の記載で、分からない言葉や漢字を調べる。生徒のペースに合わせて数

を決め、ノート等に言葉や意味を記録する。
母国・母文化等との違いを考える学習活動
・学校生活、交通ルール、食べ物といったテーマを決めて、母国等との違いを図表にまとめたり、

写真付きのスライドにまとめたりする。

中級～上級学習者向けの学習活動

教科学習に関連する学習活動
・内容理解、漢字、語彙といった学習したい項目を決めて、自分のペースで学習を行う。
・歴史（時代区分）、日本の地理（県名と場所、特産物）など、学習したい内容を決めて、自分

のペースで学習を行う。
好きな漫画や雑誌を用いた学習活動
・漫画や雑誌の中から、日本語で好きな言葉や表現、言い回しを見付ける。母語等で同様の言葉

や表現を調べる。
・母国や世界の漫画や物語などを日本語で紹介するパンフレットやスライドを作成する。
・今まで知らなかった漢字や漢字の読み方を見付ける。
インターネット上の投稿写真や動画などを用いた学習活動
・好きな言葉や表現、言い回しを見付ける。
・新しい漢字（の読み方）を学ぶ。
・日本語を用いて写真や動画を投稿する。
・SNS等で見付けた母国や世界からの発信を日本語で訳し、紹介するスライドを作成する。

習熟度を問わずできる学習活動

宿題
・提出状況を記録する。積み重ねが分かるように表やシールを用いて提出状況を記録する。
小テスト
・点数を記録し、ノート等に折れ線グラフを記載する。
・テスト実施の際に目標とする点数を設定したり、点数予想を行ったりし、実際の点数とともに記録

する。
定期テスト
・テスト勉強のスケジュールを作成し、テスト後に振り返る。
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いずれの活動も、期間を決めて、目標設定と振り返りを行うと効果的です。基本的には生徒
自身が授業時間外で行う活動であるため、教師は進捗状況を適宜確認する必要があります。生
徒同士が競い合うことなどが活動の動機付けにつながったり、定期的に学習成果を発表する場
を設けると、新たな学びにつながり、自身の学習の進め方や学習方法を見直すきっかけになっ
たりします。母語や母文化に関連した活動の成果を共有することは、生徒同士の相互理解と多
文化への興味・関心が深まるだけでなく、生徒のアイデンティティの再構築にもつながります。
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学習記録シートの記入例

わたしの学
がく

習
しゅう

記
き

録
ろ く

クラス 名前

学習の準備
（がくしゅうのじゅんび）

日にち

目標（もくひょう）

目標達成（もくひょうたっせい）の確認方法（かくにんほうほう）

スケジュール・すすめ方

学習中
（がくしゅうちゅう） メモ（きづいたことを書きましょう）

振り返り
（ふりかえり） 目標達成（もくひょうたっせい） ★★★★★

スケジュール ★★☆☆☆
うまくいったこと・うまくいかなかったこと・新しく見つけた自分の力など

次の目標

6月1日～ 6月30日

文章表現ワークブック
10日目（20ページ）～13日目（26ページ）の作文を4つ書く

30日に先生に出す

・はじめにぜんぶのテーマを読む
・水曜日にモデル文を読んで、日曜日に書く

30日にていしゅつしたが、29日にぜんぶかいた。2時間位でかいた。

スケジュールどおりにできなかった。

書きたいことを箇条書きで書いてから書いたら書きやすかった。

14日目～17日目の作文

細かいスケジュールは決めずに1か月に4つ作文を書く

スケジュールとおなじに勉強できない

6月1日～3日　　10日目～13日目までの作文テーマを見る
  5日　10日目読む・下書き
12日　11日目読む・下書き
19日　12日目読む・下書き
26日　13日目読む・下書き　　　　
30日　月曜の授業で先生に提出　

10日目を書く
11日目を書く
12日目を書く
13日目を書く

8日
15日
22日
29日
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（3）	教師の役割
「見通しを立てる」「学習を行う」「振り返る」の３段階を経て、新たな学習の見通しへつなげる

という、学習の循環を生徒自ら生み出せるようになることを意識して、助言やサポートを行い
ます。そして、活動を通して生徒が以下の三つの力を育み、自律した学習者となるよう導いて
いく必要があります。

自律学習を教師が主導して支援することが重要です。生徒に活動を一任していると、自律学
習の力はなかなか伸びていきません。月に一度は、教師とともに振り返り、新しい目標を設定
する時間を設けるなど、積極的に介入していく必要があります。

生徒自身が活動に価値を見い出せるよう、あきらめずに工夫を重ね、根気強く活動を継続し
習慣化することを目指します。

・日本語学習への関心や動機を自ら高め、維持する
ことができる

・自分の学びを観察したり、調整したりできる
・自分の得意な学習方法を見付けることができる

自律学習に必要な力

見通しを立てる

振り返る 学習を行う
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V	 「やさしい日本語」による各教科の指導
１　「やさしい日本語」

「やさしい日本語」とは外国人等にも分かるように配慮して、簡単にした日本語のことを指し
ます。（Ⅲ５（1）参照）

２　リライト教材

「リライト教材」とは、各教科・科目の教科書の内容を当該科目の目標に沿って、「やさしい日
本語」に書き換えた教材のことです。中級前半程度の日本語学習を終えた生徒に対しては、教科
書のテキストをやさしい表現に書き換えたリライト教材を使用して授業を実施することが考え
られます。以下、国語を例にリライト教材を活用した指導を例示します。

３　リライト教材を活用した指導

【	国語学習能力の把握	】
リライト教材を用いた指導を始める前に、生徒の国語の習熟度を測定する必要があります。

そのためのツールとして、「国語学習Can-doリスト」を用いることができます。このリストは
小学校低学年から高等学校までの各学齢において目安となる国語の習熟度を「〜できる」とい
う形式で記述したもので、各能力記述文で示された活動ができるかどうか、生徒が自己評価す
るものです。このリストでは「日本語でできるか」だけではなく「母語でできるか」も併せて自
己評価できるようになっています。そのため、母語でも日本語でも習得済みの技能、母語でな
らできるが日本語ではできないこと、母語でも日本語でも未習得の技能が何かを知ることがで
きます。

上記の情報に基づき、授業中の留意点を明確にした上で、生徒一人一人のもつ知識や思考力
を加味した授業の実施を目指します。

【	テキストと副教材の準備	】
基本的には、当該科目の当該単元で扱う教科書教材をリライトします。
また、学習・指導の助けになる資料を探しておくことも大切です。例えば、小説の場合は、小

学生用に既にやさしい日本語に書き換えられたものが市販されていることもあります。世界的
に有名な作品の場合は、英語やその他の言語での翻訳版が出版されています。アニメ作品や漫画
になっているものや、ウェブ上に公開している学校向け教材も指導に活用することができます。
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４　「国語学習Can-doリスト」を用いた自己評価例

リストの能力記述文（以下、記述文）は全部で48あり、６段階で構成されています（表1）。さらに、
「話す」「聞く」「書く」「読む」という技能ごとの分類があり、各技能には「説明的文章」といった
下位分類（カテゴリー）が設けられています（表２）。

表１　記述文の6つのレベル

レベル表記 該当する学年

E1 小学校1－2年生（低学年）

E2 小学校3－4年生（中学年）

E3 小学校5－6年生（高学年）

L1 中学校1－2年生

L2 中学校3年生

U 高等学校「現代の国語」「言語文化」

表２　記述文の技能とカテゴリー

技能 カテゴリー

話す 話す、話し合う

聞く 聞く

書く 説明的文章、文学的文章、実用的文章等

読む 説明的文章、文学的文章等、本などから情報を得て活用
する活動

生徒は48の設問に「自分がどのくらいできるか」を考えて回答します。回答する際は、日本
語でできるか、母語でできるかをそれぞれ、「できる」「むずかしいがなんとかできる」「あまりで
きない」「できない」という４段階のスケールの中から選択します。
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（1）	自己評価結果の見方
図１　生徒の「書く」技能に関する自己評価結果の例

自己評価スケール
（４段階） １：できない ２：あまりできない ３：むずかしいが 

なんとかできる ４：できる

レベル カテゴリー 書く 日本語 母語

E１

説明的文章 学校にある花を見たり、触ったり、においを嗅いだりして分かったことを観察日記
に書くことができる ２ ４

文学的文章 物語の「はじめ」と「おわり」の絵を見て、その間に起こった出来事を想像して、
出来事の順序やつながりを考えて書くことができる ２ ４

実用的文章 今日したこと、見たこと、聞いたこと、言ったこと、思ったことを日記に書くことが
できる ３ ４

E2

説明的文章
コンビニやスーパーの店員にインタビューをした結果を報告するために、インタ
ビューの目的、仕事内容、分かったこと、それをもとに考えたことを、段落に分け
て書くことができる

２ ４

文学的文章 小さい子供のために、登場人物や場面を自分で設定し、「始まり」「事件」「解決」
「結末」のような展開を組み立てて、物語を書くことができる ２ ４

実用的文章 学校行事（運動会や音楽会）の案内を地域の人に出すとき、必要な情報を手紙
の形式に沿って書くことができる ２ ４

E3
説明的文章 「よりよいクラスにするにはどうしたらいいか」について、文章全体の構成に気を

付けて、自分の主張、理由、根拠を500字（A4半分）程度で書くことができる ３ ４

文学的文章 自分の「座右の銘」について、その言葉が座右の銘になった理由や経験をその
ときの気持ちを交えて500〜600字程度（A4半分）で書くことができる １ ４

L1

説明的文章
「コンビニの24時間営業」について賛成・反対どちらかの立場に立ち、根拠とな
る事実や具体例を示して、600〜800字（A4・１枚）で自分の考えを書くことが
できる

３ ４

文学的文章 ある登場人物の視点から書かれた小説の一部を、別の登場人物の視点に立って、
書き換えることができる １ ４

実用的文章 美術館へ取材の依頼をする際、気持ちや用件が的確に伝わるように電子メール
を使って書くことができる ２ ４

L2
説明的文章

人気のアニメ作品、もしくは好きな漫画の価値や特性について、データや専門家
のコメントといった資料を引用して、600〜800字（A4・１枚）で説得力のある批
評文を書くことができる

３ ３

文学的文章 修学旅行について、場所別、日付順、心に残った出来事順といった編集の方針
を決めて、５〜６ページの旅行記を作ることができる ２ ４

U
説明的文章

「日本の労働問題」について、国や自治体が公開する統計資料を根拠として、妥
当なデータを引用しながら、600〜800字（A4・１枚）で自分の意見をレポートに
書くことができる

３ ３

文学的文章 学校及び受け入れ先に提出するためのインターンシップ活動報告書を、動機、
活動内容、振り返り、将来への展望を含めて作成することができる ３ ３

この結果から、以下のことがわかります。
・母語では高校レベルまで「３：むずかしいがなんとかできる」と自己評価している
・日本語では小学１‐２年生の活動に関しても「２：あまりできない」と感じている。
・「文学的文章」を書くことが苦手のようである。
この生徒は母語での自己評価結果から、思考力が学年相当レベルながら、日本語で表現する

ことが障壁となっていると考えられます。生徒の思考を日本語で適切に表現するための支援を
中心に行うことが必要だと考えられます。また、文学的文章を苦手と感じる理由も探っていく
必要があります。その上で、リライト教材を用いた指導や、「書く」読後活動を充実させると効
果的でしょう。
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このような生徒に対して、小学生向けの教科書や学習教材を使用して個別指導を行うことは
適切とは言えません。高校生でありながら小学生向けの教科書で学習することが生徒の心理面
にどのような影響を与えるか、慎重に考える必要があります。日本語ができないことと学年相当
の思考力等が身に付いているか否かを同一視しないように留意します。小・中学校の教材を使用
する際は、使用する目的を生徒に明確に伝え、同意を得た上で使用するなどの配慮が必要です。

一方、生徒によっては、高校レベルの技能について、母語でも「できない」「あまりできない」
と自己評価する場合もあります。そのような生徒に対してリライト教材を使用した指導を行う
際には、注意が必要です。日本語での表現力の習得だけでなく、同時に高校レベルの思考力等
を身に付けなければならず、指導者側が丁寧に学習のステップ作りをして、生徒の様子をよく
観察する必要があります。

生徒の国語の習熟度の診断的な使用の他に、記述文の活動を授業に取り入れることも可能で
あり、生徒の思考力や興味に応じて話題等をアレンジして使用します。年度始めだけではなく
年度末にも自己評価を行い、生徒が二つの結果を比較して「できた」という実感を得て国語学習
の意欲向上につながることが期待できます。

５　リライト教材を用いた指導の流れ

リライト教材を用いた指導には様々なものがありますが、ここでは現代の国語の「読むこと」と
して「水の東西」（山崎正和）を扱う単元指導計画例を示します。
例

次 学習活動 指導上の留意点

1

○単元の進め方を確認し、学習の見通しをもつ。
○これまでの学習や経験を振り返り、欧米とアジ

ア圏の文化の違いについて全体で話し合う。
○「水の東西」を読み、文章のおおまかな内容に

ついて理解する。

・「ししおどし」、「噴水」の動画を見せ、イメー
ジをもたせる。

・リライト教材やルビ振りの教材を用いて本文を
読ませる。

・ワークシートを用いて内容を確認させる。

2
○原文を音読する
○「水の東西」で使われる文型や表現、文字、

語彙等について意味や使い方を理解する。
・ワークシートを用いたり、ペアワークなどをした

りして練習し、理解を深めさせる。

3 ○「水の東西」を読み、主張と論拠、文章の構成
や論理の展開についてワークシートに記入する。

・前時の学習を踏まえ、文型等に着目し、主張
と論拠などに着目させながらワークシートを完
成させる。

4

○ワークシートを基に、文章を200字程度で要約
する。

○要約を参考にし、筆者の主張を踏まえながら日
本人や日本文化に対する考察を他の地域の文
化等と比較しながら300〜350字で書く。

○本単元の学習を振り返る。

・「噴水」と「ししおどし」が比較されているよう
に、母国等の文化と日本文化を比較した文章
となるよう、まとめさせる。

読解のポイントは通常の授業と変わらないため、ワークシートや小テストは教科書に準拠し
た副教材等を表現をやさしくした上で活用します。
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一方、以下のようなリライト教材を使う授業特有の注意点もあることに留意します。

【	言語活動	】
学習の最後に、実際のコミュニケーションを含む言語活動を行います。例では、第4次の授業

で、「筆者の主張を踏まえながら、日本人や日本文化に対する考察を他の地域の文化等と比較し
ながら300〜350字で書く」という活動を行っています。そのような活動を予定しておくことで、
生徒がテキストの内容を振り返り、思考を深め、自らの意見を表現する機会となります。また、
そのような言語活動があるからこそ、テキストを深く、正確に読もうという動機付けにもなり
ます。

言語活動には、作文の他に、話合いやスピーチをさせるなど口頭表現につなげる活動もあり
ます。また、生徒の母語を生かし、次年度に入学する後輩のための教科書ガイドを作成すると
いう活動も考えられます。

【	リライト教材を用いた中級後半以降の日本語指導	】
テキスト内容の学習とともに、中級後半以降の日本語の学習を行います。学習の対象となる

文型や表現の種類には様々なものがありますが、まずは、下記の項目例を参考にして、意味の
確認や短文作成練習を行います。日本語を母語とする生徒は、幼少期からの読書や学校生活を
通して獲得する知識ですが、日本語指導を必要とする生徒にとっては、なじみが薄いものです。

リライト教材を用いた指導の注意点
・補足説明に時間がかかることを踏まえた指導計画を立てる。
・一部分でも良いので、必ず原文を読む時間を設ける。
※第2次のように、音読するのもよい。
・生徒の負担を考慮し、取組状況に応じて課題の分量を調整する。
・リライト教材を用いても読解が難しい場合、文章の一部のみを読ませる。
※省略した部分については、簡単な要約を口頭又は文章で教師が伝え、文脈を理解できるよ
うにする。

・実際のコミュニケーションを含む言語活動を行う。
・テキストの内容学習だけでなく、中級後半以降の日本語指導の内容も含める。

日本語指導項目の例
・擬音語・擬態語（「きらきら」「ふっくら」「みんみん」）
・慣用句（「一から始める」「息をのむ」「目に付く」）
・副詞（「ふと」「かえって」「いよいよ」）
・接続表現（「ところが」「そこで」）
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６　リライトの方法と注意点

書き換える日本語の難易度は、生徒の日本語の習熟度や既有の知識を踏まえて判断します。ま
ずは、下記の点に注意してテキストを見て、書き換えます。

小中学校のテキストと比べ、高校レベルのテキストのリライトは難しい場合があります。キー
ワードとなる語が抽象的概念を表すものであり、「やさしい日本語」への置き換えができないこ
とがあるため、そうした場合には、無理に置き換えず、概念の説明を丁寧に行います。

また、高校国語の教科書で扱う文章は文化的背景に関する知識が求められる場合も多く、例え
ば、「ししおどし」「下人」など、日本の生徒もなじみのない言葉に加え、外国出身の生徒の場合、
下記の言葉にも説明を要することがあります。そのため、写真、地図、動画などを使って丁寧に
説明していきます。

言葉の意味を、「やさしい日本語」、生徒の母語、英語で解説する語彙
い

リストもあると、生徒の
読解の助けとなります。作成が難しい場合は、リライトした文章に使われる語の難易度を確認し
ておき、丁寧に解説します。日本語能力試験準拠のレベル判定サイトなどを活用することも考え
られます。

教科書のリライトには非常に時間がかかります。「日本語指導コーディネーター」と教科主任
が連携するなど組織的に作業を行います。また、既にあるものをできるだけ活用することも大切
です。有名な文学作品の場合は、小学生向けにやさしく書き換えられたものが数多く市販されて
おり、教員によるリライトの代わりとすることもできます。

リライト教材は、「取り出し」授業以外にも、様々な使い方ができます。例えば、「入り込み」指
導が必要と判断された生徒や、最初から通常のクラスに入っても大丈夫だと判断された生徒が、
予習復習用教材として活用することもできるため、作成したリライト教材を校内で共有し、蓄積
していくと便利です。

リライトのポイント
・漢字にルビを振る。
・一文を短くする。
・名詞修飾節を省くなど、文の構造を単純にする。
・日本語は主語が省略されることが多いので、省略された主語を補う。
・登場人物のセリフの中の方言、男性・女性語、古語や古風な言葉は、生徒がよく知る標準

的な現代日本語に書き換える。
・テキストのキーワードは書き換えず、そのまま使う。
・縦書き文章に慣れていない生徒の場合は、横書きにする。

説明を要する言葉の例
・時代名（平安時代、明治時代）
・歴史的人物（織田信長、徳川家康）
・日本の地方や都市の名前、カタカナで書かれた国や都市の名前
・動植物の名前（きりぎりす、百合）　など
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VI	アセスメント
１　目的と種類

アセスメントは、目的に応じて実施します。ここでは、適切な日本語指導に必要な２種類の
アセスメントについて述べます。

（1）	カリキュラム編成および指導計画立案のための評価（入学前診断・レベル判定）
日本語指導が必要かどうか、どの段階からの日本語指導が適切かを判定するために行う、いわ

ゆるプレイスメントテストはアセスメントの一部です。生徒の基礎学力および日本語の能力は
多様であるため、まずは、適切な学習のスタート地点を見極めることが肝要です。

クラス編成の基礎資料となると同時に、（2）（3）のアセスメントの基礎となるものであり、十
分な情報収集が必要となります。

（アセスメントのための資料等の例）

a. 筆記試験では読み書きの能力を測ります。日本語能力試験 N2 レベルが高校の授業を理解
できるレベルとされていますが、授業を聞いて理解できるかを判断するためには、b. c.で基礎
学力を、c.で聞く力を確認しておく必要があります。

b. の実施に当たっては、生徒の母語による作文力を評価できる人材が必要となります。外部
の翻訳者に依頼するなど、前もって準備します。

また、日本語の面で支援の必要のない状況であっても、日本での義務教育課程を経ていない
生徒の場合、高校での学習の前提となる知識等が不十分であることがあるため、b.及びc.d.等
により基礎学力や学習歴を確認し、必要となる支援を把握・共有しておくことが大切です。併
せて、e.の活用も検討します。

（2）	指導計画および学習についてのアセスメント
学習開始後、個別の指導計画や日本語の学習が生徒に合っているかを確認する目的で適宜実

施します。日本語指導のレベルが高すぎても低すぎても、生徒の学習意欲を損なうおそれがあ
り、また、各教科・科目の評価・評定にも影響を与えることとなります。日本語指導が生徒に合っ
ていない場合や計画どおりに進んでいない場合は、速やかに指導計画の見直しに着手します。

（アセスメントのための資料等の例）

a. 筆記試験（プレイスメントテスト）
b. 最も得意な言語による作文
c. 面接試験
d. 学習歴等（個人カード）
e. Can-do statements（２（5）参照）

 f. 日々の小テスト・提出物
g. 授業での様子・振り返り
h. 定期考査
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日々の学習状況については、学校全体で共有することが大切です。着実に伸びているという
情報を共有することは、教員が生徒を肯定的に捉える土台となります。また、各教科・科目の指
導において、どのような支援が必要か、また、可能かを見極めます。
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２　入学前診断・習熟度判定の方法

日本語指導の必要性を見極め、適切な指導計画を立案するための入学前及び直後のアセスメ
ントについては、次のような実施方法や観点が考えられます。

（1）	実施前の準備

（2）	試験問題・課題作成のヒント
a.筆記試験

日本語の習熟度を判定する規準となるものです。
実施時間に合わせ、「高校生のための日本語実力テスト」や市販のレベル別試験問題等を活用

します。

b.作文
生徒の母語等最も得意な言語で書かせることで、教科の学習に必要な基礎力を把握します。

日本語で書ける生徒には日本語で書かせることも考えられます。作文シートには、メモやアウ
トラインを書く欄も設けておきます。監督者は、前後の構想段階や推敲などの様子を観察・記
録し、生徒の思考力、判断力、表現力等を把握するための資料とします。

c.面接
全員に確認したい事項について具体的な質問をリスト化した「面接質問票」を準備します（質

問事項の中に、高校生活に期待すること、将来の希望等を用意しておくとよい）。またリスト作
成の際、「生徒カード」等を参照し、記載のない事項や、個別に質問すべきことがあれば質問項
目として挙げておきます。「面接質問票」は箇条書きではなく、具体的な発話（文）の形で作成し
ます。日本語習熟度を測るため、一般的な日本語による質問文と「やさしい日本語」に言い換え
たもの、英語訳の３種を用意することが望まれます。

スケジュールの確認 
実施可能な日程と時間帯を確認の上、予定を立てる 
筆記試験及び作文／面接の実施に十分な時間を確保する

通知 
生徒・保護者への通知 ＋ 学校内での情報共有

会場及び機材の準備 
実施会場の確保（筆記試験会場・面接会場） 
機材の準備（ICレコーダー・筆記用具等）

試験問題／課題／資料作成と印刷 
a.筆記試験問題、b.作文課題、面接質問票を作成する 
上記資料および評価シートを、受験する生徒の人数分、印刷する

（課題例）
「多様性diversity」について、言葉の意味、具体的な例、あなたの考えを書きなさい
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「話す力」・「聞く力」のほか、各教科で学習する語彙
い

の習得状況を確認するため、「課題シート」
を準備します（図表と200〜400字程度の説明文）。

（3）	実施方法
筆記試験は全員同時間帯に実施することが望まれます。
作文は、筆記試験と組み合わせたり面接と組み合わせたりしながら時間の工夫をします。面

接はICレコーダーなどに記録します。

（質問例）
・一般的な日本語 「将来の夢は何ですか。」 
「やさしい日本語」 「どんな仕事をしたいですか。」 
英訳 “What is your future dream?”

（課題例）
SDGsパンフレット（日本語版・ふりがな付き日本語版・英語版）

面接の手順
①導入

・名前の呼び方の確認など
②質疑応答

・「面接質問票」に沿って質疑応答を行う。 
一般的な日本語による質問が理解できない場合は、「やさしい日本語」で言い換える。それ
でも理解できない場合は英語に切り換える。

③資料の音読・内容についての質疑
・指示は日本語で行い、指示が理解できているかどうかを判定する。
・音読の様子から、日本語の理解度を判定する。 

はじめにルビなしの資料を渡し、漢字の読みなどに困難が見られる場合は、ルビ付きの
資料に差し替える。

・説明の内容から、話の内容を構成する力及び教科の学習に必要な基礎力を判定する。 
日本語の資料が全く読めない場合は、英語版に変えて実施し、説明も英語（または母語）
でさせてもよい。

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
に
つ
い
て

参
考
資
料

73



（4）	採点
複数の教員が採点やアセスメントに当たる可能性が高いため、あらかじめ模範解答、ルーブ

リック等を準備しておきます。
採点の結果に基づき、複数の教員で検討を行い、支援の必要性や内容を判断するアセスメン

トを行います。

a.筆記試験
用意した模範解答を基に採点します。
採点基準をできるだけ詳細に決めて、解答用紙に明記しておきます。

例１）漢字テストの採点基準例
・読み問題は各２点で完全解答。但し、ひらがなの表記間違いは減点とし、１点与える。
・書き問題は各２点。送り仮名の間違いは減点とし、１点与える。
※とめ、はね、はらいは厳密に採点しない。画数が正しく、漢字の形が著しく崩れていなけ

ればよいものとする。

例２）文法テスト（記述あり）の採点基準例
問：　　　 から言葉を一つ選んで、正しい形にして、文を完成させましょう。（各５点）

1）最近は字を見るのをいやがって、新聞や本を　　うともしない人が増えているそうだ。

・語彙選択の間違い（「読む」以外を選択）→０点
・語彙選択は正しいが、変換が間違っている（「読も」ではない）→２点

例３）読解テストの採点基準例
問：どうして、昔から「外見より中身」と言われてきたのですか。（５点）
解答例：①いくら外見が良くても、中身がなければ何にもならない②からです。
・本文から正しく内容を読み取っている（①）→３点
・問いに対して正しい形（〜から、〜ため等）で答えている（②）→２点
・細かい日本語の語彙や文法のミス→全体で１点減点

作る　　読む　　聞く　　書く
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b.作文
まず、課題や指示を正しく理解して書いているか（課題例の場合、言葉の定義・具体例・自分

の考えの３点が書けているか）を判定します。その上で、内容の量と質について検討します。
母語で作文を書いた生徒がいる場合、母語話者に評価の観点を伝えて評価してもらうと同時

に、翻訳（できるだけ逐語訳）を依頼します。翻訳前であっても、ある程度の分量が書けているか、
段落があるか等、外形的な評価により、基礎学力の一つである作文力を判定することができます。

作文採点基準の例

No. 評価項目 項目の説明

1 内容の豊かさと適切性
情報の質が高い
情報の量が適切

2 表現の豊かさと適切性
読み手に配慮ができる
表現に工夫がある

3 文章構成
適切な意味段落が作れる
段落構成・文章の流れがよい

4 文の質（文法）
書き言葉で文法的に正しい文が書ける
複雑な構造の文が書ける

5 文字（漢字）
常用漢字表の漢字が適切に使える
ひらがな・カタカナ・漢字の使い分けができる

6 語彙
い

の豊かさと適切性
語彙

い

が豊富
語彙

い

の使い方が適切

7 取り組み姿勢
書く前によく考える
書く前にメモ・やアウトラインを作る
書いた後に読み直し、修正ができる

※各項目を５段階評価する 
５：とてもよい、４：よい、３：ふつう、２：もう少し、１：未提出

c.面接
実施前に、把握したい力の観点別に評価の指標を定めます。次の「評価指標の例」はその一例

であり、「A.聞く力」は、授業を聞いて理解できるか、「B.話す力」は、意思の疎通ができるか、
「C.読む（音読する）力・漢字語彙

い

力」は、教科書や資料が理解できるかといった、日本語の力を
計る指標となっています。一方、「D.教科の学習に必要な基礎力・話の内容を構成する力」につ
いては、母語等で培われてきた基礎力を推測するためのものであるため、日本語では難しい場
合は、後半の資料を英語に切り換え、生徒による説明が英語で行われた場合にも指標とします。

実施の際は、評価指標をあらかじめ人数分印刷しておき、あてはまる記述に○を付けるなど、
観点別に判定を行います。
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評価指標の例

A .聞く力 B.話す力
C.読む 

（ 音読する力）・
漢字語彙力

D .教科の学習に必要な
基礎力・ 話の内容を 
構成する力

ステージ
６

質問や指示を一度で正しく 理

解できる

発音、語彙
い

、文法など

に大き な 問題がなく 、

十分に意思の疎通が

できる

すらすらと 、意味を理解

して読んでいる

提示さ れた課題についてまと

まった話ができると 同時に要

点を押さえ、具体例を交えて

詳しく 説明ができる

ステージ
５

質問や指示が一度で理解で

きない場合に自らの判断で聞

き返すなどし 、 質問や指示の

繰り 返し・ 言い換えがあれば

理解できる

発音、 語彙
い

、 文法など

に多少の間違いがあ

るが、 意思の疎通には

問題がない

漢字の読み方など、 部

分的にはひっかかる 箇

所があるが、 全体的に

は意味を理解し て読ん

でいる

提示さ れた 課題について、

いく つかのキーワ ード が使え、

ある 程度まと まった 説明が

できる

ステージ
４

質問や指示が一度で理解で

きない場合に自らの判断で聞

き返すなどし 、 質問や指示の

繰り 返し・ 言い換えがあっても

理解が不十分である

発音、 語彙
い

、 文法など

に多少の間違いがあ

るが、意思の疎通が難

しい面がある

流暢ではなく 、時折ひっ

かかり ながらではあるが、

ある 程度意味を理解し

ながら 読んでいる

提示さ れた 課題について、

ある 程度の量が話せる が、

まとまり を欠く 、 あるいは、 部

分的な説明にとどまっている

ステージ
３

質問や指示の理解が不正確

なまま答えよう と する

発音、文法などに間違

いが多く 、 語彙
い

が限ら

れているため、 意思の

疎通が難しい

流暢ではなく 、 頻繁に

ひっかかり ながら 読んで

おり 、 部分的にし か意

味が理解できていない

提示さ れた課題について説

明しよう と するが内容が部分

的に誤っている、もしくは、内

容的なまとまり が見られない

ステージ
２

簡単な質問であ れば理解で

きる

日本語の発話量が少

なく 、 限られたやりとり

のみ可能

ところどころ読める部分

があるが、 文の意味は

理解できていない

提示さ れた課題について説

明しよう と するが内容が大部

分誤っている 、 もしく は、 話

す量が少ない

ステージ
１

質問や指示がほと んど理解で

きない
ほと んど話せない ほと んど読めない

提示さ れた課題が理解でき

ず、ほと んど何も 話せない

上記の評価指標例で、 ス テージ１ 〜４ の生徒に対し ては、 支援や指導が必要です。特に、 筆記

試験でＮ ２ レ ベルであ っ ても 、「 A . 聞く 力」 がス テージ４ 以下の場合、 通常の授業に参加する こ

と は困難であ る こ と が想定さ れま す。ま た、「 C.読む（ 音読する ） 力・ 漢字語彙力」 と「 D . 教科の

学習に必要な基礎力・ 話の内容を 構成する 力」 の判定結果を 見比べ、日本語の支援があ れば各教

科の学習が可能であ る のか、 各教科の学習の内容そのも のについても 支援が必要であ る のかに

ついての見極めを 行いま す。日本語が習得途上であ っ ても 、「 D . 教科の学習に必要な基礎力・ 話

の内容を 構成する 力」 が高い場合は、支援開始後の伸びが早いこ と が期待でき ま す。

（ 5 ） C a n -d o sta te m e n ts の活用方法

Ca n -d o  sta tem en ts と は、 弁別的な知識を 問う ペーパーテス ト ではなく 、 言語を 使っ てど

んなこ と ができ る かについて、 チェ ッ ク リ ス ト を 使っ て、 本人が自己診断する も のです。日本

語の習熟度を 測る こ と や、教科の力を 測る 指標と し ても 使う こ と ができ ま す。

こ の Ca n -d o  sta tem en ts のチェ ッ ク を 行う こ と によ る 意義は、以下の５ 点です。

①生徒が、自分自身の日本語力を 客観視する こ と ができ る 。

②生徒が、リ ス ト の項目によ り 、求めら れる 力を 知り 、目標と する こ と ができ る 。

③定期的にチェ ッ ク を 行う こ と で、生徒・ 教員双方が伸びを 確認する こ と ができ る 。

④教員が、生徒の伸びを 把握する こ と で、指導計画に生かすこ と ができ る 。

⑤データ の蓄積によ り 、それぞれの学校において、支援・ 指導の目安を 作る こ と が可能になる 。
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※評価指標の例は、「外国人児童生徒のためのJSL対話型アセスメントDLA」のステージを指すものではない。



国際交流基金のみんなのCan-doサイトに、日本語の習熟度把握の目安となるJFスタンダー
ドと、日本語のコミュニケーション言語活動552項目を扱うJF can-do、そしてJF can-doを
目的に合わせてカスタマイズする方法が紹介されています。カスタマイズ例として、「日本語
can-doリスト」（以下「日本語Can-do」という。）を作成しました。これは、JF can-doから抜
粋する際、ビジネス場面等、高校生に合わないものを除いたもので、主にコミュニケーション
能力を診断するのに用います。
「日本語can-do」には、英語、中国語、ネパール語、フィリピノ語（タガログ語）、アラビア語

及びポルトガル語の翻訳版があり、これらの多言語版を用いることにより、生徒の母語又は理
解可能な言語により自己診断ができるようになっています。チェックの際は、「〜することがで
きる」という項目に対して、「１できない・２あまりできない・３なんとかできる・４できる」と
いう４段階で自己評価します。これを、プレイスメントテストの一部として使用することも可
能です。使用する場合の「実施概要」と生徒への「結果返却見本」も作成しました。

第５章で紹介したように、国語 Can-do を母語でできるかどうかと日本語でできるかどうか
両方でチェックすることで、生徒に合った支援と指導を見極め、授業を設計することができます。

３　評価・評定

（1）	「取り出し」授業の評価
「取り出し」授業は、あくまで教科の授業となるので、各教科・科目の目標に合わせて観点別

学習状況の評価を行います。その上で、評価の総括として５段階などで評定をつけていきます。
オリエンテーション等で、成績の付け方について十分に説明をし、指導と評価の一体化を図る
必要があります。課題への取組姿勢や提出物が成績に反映されることを生徒によく理解させる
ことが不可欠です。

（2）	学校設定教科・科目としての日本語の評価
当該授業の目標や、高校全体の授業の中での位置付けを考慮し、日本語の授業担当者と相談

の上で決定し、上記（1）と同様、生徒に対しては授業開始時に丁寧に説明を行います。日々の課
題への取組を評価することは、多様な文化背景のある生徒に自律的な学習を習慣化させる上で
重要な役割を果たします。
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４　その他の留意点

（1）	生徒の学習言語能力への理解と共有
日常会話ができることと、高校の授業で学べることとの間には大きな開きがあります。日本

語で学べるようになるには、時間がかかることをまず理解する必要があります。学齢期相応の
学習言語能力の習得には、支援開始から最低５年を要するとされています。しかし、日本語の
学習言語能力が十分に育つまで教科学習等を待つことはできません。生徒の持つ母語力・英語
力等、全てのリソースを活用しつつ、日本語で学べることを増やしていくことが求められます。
また、日本語を母語としないJSL生徒は、単に日本語の語彙力が不足しているというよりも、小
中学校の授業で身に付ける知識が不十分である場合もあります。

日本語指導においては、日本語指導担当者以外の教員も、当該生徒の日本語の能力や知識が
どのように伸びていくのか、どのような支援が必要かを把握しておくことが大切であり、学校
全体で共有します。

また、日本語支援においては、何よりも、生徒が自ら学ぶ力を伸ばすことが肝要です。評価の
仕方を工夫することによって、学習の仕方や取組姿勢の支援につなげていく必要があります。

（2）	評価の活用
各教科の授業において実施される評価は、日本語支援が適切に行われているかというプログ

ラム評価としても重要です。
また、生徒の学習状況について授業担当者以外と情報の共有を行うことは、学校全体での支

援を円滑にするため不可欠です。
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I　日本語指導が必要な生徒の高校入学
１　日本語学級一覧（中学校）

日本語学級とは、日本語指導が必要な帰国生徒及び在日外国人生徒等のために、日本語習得
を目的とした授業を行うために設置された学級です。

昼・夜 設置者 学校名 学級数
生徒数（在籍者） 生徒数（通級生）

計 １学年 ２学年 ３学年 計 １学年 ２学年 ３学年

昼間

港区 六本木 2 - - - - 23 10 6 7

新宿区 新宿 1 - - - - 11 1 2 8

大田区 蒲田 2 - - - - 21 - 11 10

北区
明桜 2 - - - - 24 6 13 5

赤羽岩淵 2 - - - - 22 10 6 6

板橋区
板橋第二 2 - - - - 25 6 8 11

志村第二 1 - - - - 6 1 3 2

葛飾区
亀有 2 - - - - 27 4 5 18

新小岩 2 - - - - 35 5 15 15

江戸川区
葛西 2 - - - - 28 6 9 13

小岩第四 2 - - - - 25 3 9 13

八王子市 打越 1 - - - - 20 9 4 7

福生市 福生第二 1 - - - - 3 - 1 2

計（13校） 22 - - - - 270 61 92 117

夜間

墨田区 文花 1 12 10 2 - - - - -

世田谷区 三宿 1 13 - 9 4 - - - -

足立区 第四 2 21 1 6 14 - - - -

葛飾区 双葉 2 22 1 17 4 - - - -

江戸川区 小松川第二 1 16 - 7 9 - - - -

計（５校） 7 84 12 41 31 - - - -

出典：令和４年度　公立学校統計調査報告書【東京都公立学校一覧】
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２　海外帰国生徒等入学者選抜

（1）	海外帰国生徒対象
日本国籍を有し、保護者に伴って海外に在住している者又は在住していた者など一定の応募

資格に該当する海外帰国生徒を対象とした入学者選抜が実施されている。

ア　募集人員（令和５年度入学者選抜）

学校名 学科名 4月入学 9月入学 備考

三田 普通科 18人 2人

竹早 普通科 13人 2人

日野台 普通科 13人 2人

国際 国際学科
15人 - 日本人学校出身者

25人 10人（※） 外国の学校出身者

※国際高等学校の９月入学者枠10人には、在京外国人生徒対象を含む。

イ　受検方法
・国語、数学及び外国語の３教科並びに面接
・作文及び面接（日本語又は英語／国際高等学校を受検する現地校出身者のみ）

（2）	引揚生徒対象
保護者が引揚者（※）である者など一定の応募資格に該当する引揚生徒を対象とした入学者選

抜が実施されています。
※終戦前（昭和２０年９月２日以前をいう。）から引き続き外国に居住していた者（これらの者を両親として

終戦後外国において出生した者を含む。）で、終戦後初めて永住の目的をもって帰国した者

ア　募集人員（令和５年度入学者選抜）

学校名 学科名 4月入学

深川 普通科 6人

光丘 普通科 6人

富士森 普通科 6人

合計 18人

イ　受検方法
作文及び面接
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（3）	在京外国人生徒対象
外国籍を有し、中学校を卒業した人又は、現地校を終了した者で入国後の在日期間が入学日

現在原則として３年以内であるなど、一定の応募資格に該当する在京外国人の生徒を対象とし
た入学者選抜が実施されています。

ア　募集人員（令和５年度入学者選抜）

学校名 学科名 4月入学 9月入学

竹台 普通科 20人 3人

田柄 普通科 20人 3人

南葛飾 普通科 20人 3人

府中西 普通科 20人 3人

飛鳥 普通科（単位制） 20人 3人

六郷工科

プロダクト工学科 3人 ―

オートモビル工学科 3人 ―

システム工学科 3人 ―

デザイン工学科 3人 ―

デュアルシステム科 3人 ―

国際 国際学科 25人 10人

杉並総合 総合学科 20人 ―

※国際高等学校の９月入学者枠10人には、海外帰国生徒対象を含む。

イ　受検方法
４月と９月に実施され、検査内容は、作文及び面接である。言語については、それぞれの検査

において日本語又は英語のどちらかを選択することができます。

ウ　事前応募資格確認
在京外国人生徒対象の入学者選抜に当たり、応募資格があるかどうか、事前に確認しています。

受検の希望者に対して、通訳者がついた事前応募資格確認を実施校合同で 12 月に実施してい
ます。
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（4）	特別措置等

ア　ルビ付問題
【 内容 】 第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共

通問題について、 ひらがなのルビを振った学力検査問題等での受検ができる。
【 対象 】 入国後６年以内で、日本語指導を必要とする者

イ　ルビ付問題・辞書持ち込み
【 内容 】 第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共

通問題について、 ひらがなのルビを振った学力検査問題での検査の実施に加え、辞書
（電子辞書を除く。）の持ち込みを一部認めるとともに、検査時間及び検査会場につい
て適切な措置が受けられる。

【 対象 】 入国後３年以内で、日本語指導を必要とする受検者

３　「東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」

都立高校の入試の仕組み等について記載されている。英語版・中国語版・韓国語版がある。
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II　手引き・指針等
（1）「海外子女教育、帰国・外国人児童生徒等に関する総合ホームページ
（CLARINET）」（文部科学省）

海外子女教育、帰国・外国人児童生徒等に関する通知や指針・取組等を掲載し
たホームページ。日本語指導が必要な児童生徒を対象とした「特別の教育課程」
の編成・実施に関することなどが掲載されています。

（2）「外国人児童生徒受け入れの手引き　改訂版」（文部科学省）
外国人児童生徒の公立学校への円滑な受入れに資することを目的として、作成した手引き。

多様性への対応や、学校管理職、日本語指導担当教師の役割などが掲載されています。

（3）「公立学校に在学する在日外国人幼児・児童・生徒に関わる教育指導に
ついて（通知）」（東京都教育委員会）

公立学校に在学する在日外国人生徒に関わる指導について、基本的な考え方や留意点、氏名
の記載についてなどが別紙資料に記載されています。

（4）「人権教育プログラム（学校教育編）」（東京都教育委員会）
人権課題「外国人」に関わる指導事例や資料等が記載されています。
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III	 教材等
（1）「東京の学校生活」（東京都教育委員会）

来日間もない児童・生徒が、日本の学校に転入する際に困ることや知っておきたいことにつ
いて理解し、日本の文化や習慣の違いに気付くとともに、学校生活に必要な日本語の習得を図
ることができます。

（2）	外国人児童・生徒用日本語指導テキスト「たのしいがっこう」	
（東京都教育委員会）

学校生活への適応指導に役立つ 24 言語対応のテキストです。「あいさつとへんじ」・「からだ
のちょうし」等、学校生活に合わせた日本語が学べます。
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（3）	かすたねっと（文部科学省）
外国につながりのある児童・生徒の学習を支援する情報検索サイトです。

（4）「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」（出入国在留管理庁、文化庁）
「やさしい日本語」の活用促進に向けたガイドライン。「やさしい日本語」への書き換えの際など

に役に立つようになっています。別冊として書き換え例や話し言葉のポイントも掲載されています。

（5）	外国人児童生徒のためのJSL対話型アセスメントDLA（文部科学省）
学校において児童生徒の日本語能力を把握し、その後の指導方針を検討する際の参考資料。

日本語能力のアセスメントを行うことができます。
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（6）	筑波日本語テスト集（TTBJ）（筑波大学）
Webで日本語能力を測ることができるサイトです。アセスメントの際の参考になります。

（7）	KNiT	knot-net（日本語教育学会）
文部科学省「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラ

ム開発事業」の成果を公開しており、校内外での研修プログラムの作成に役に
立ちます。

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
に
つ
い
て

参
考
資
料



89

IV　関係機関等
（1）	東京都つながり創生財団　東京都多文化共生ポータルサイト

東京都つながり創生財団による多文
化共生にかかわる情報を集めたサイト
です。「やさしい日本語」や「多言語相
談ナビ」などについても掲載されてい
ます。

（令和５年４月１日にリニューアル予定）

（2）	多文化共生センター東京
荒川区にあるNPO。多言語高校進学ガイダンスなどを行っています。

（3）	CINGA
千代田区に事務所を置く NPO。在住外国人を巡るさまざまな問題・課題解決の

ために各団体の活動を結びつけるコーディネートなどを行っています。

（4）	青少年自立援助センター　YSCグローバル・スクール	..............

小中学生向けプログラム、中学３年生〜高校進学希望者向けプログラム、生活者向
け、海外にルーツを持つ障害児・障害者向けプログラム等を行っています。

（5）	IWC国際市民の会	..................................................................................

小中学生向け日本語教室、高校入試支援教室、大人向け日本語教室等を行ってい
ます。

（6）	多文化子ども自立支援センター	............................................................

多文化を背景に持つ児童・生徒への日本語学習支援、児童・生徒への教科学習支援、
自立のための進路・就業支援、保護者等への生活相談、帰国子女等への支援、多文
化共生社会の実現のための地域交流事業等の実施等を行っています。

（7）	さぽうと２１	....................................................................................................

学習支援室等があります。

（8）	glolab	..........................................................................................................

外国ルーツの高校生に向けて、進路・キャリア支援を行っています。
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（9）	レガートおおた	..............................................................................................
日本語学習や教科学習・宿題の支援を行っています。

（10）カタリバ	........................................................................................................
様々な居場所提供等を行っています。

（11）Team-Net　多文化共生教育ネットワーク東京	.........................

外国につながる東京都内の高校生や日本語を母語としない高校生等の支援、多文
化共生教育に関わる個人と団体のネットワークとなっています。

（12）国際交流協会	............................................................................................

日本語教室や交流イベント、相談事業等を行っています。

（13）「外国人在留支援センター」出入国在留管理庁	...........................

日本で暮らし、活躍する外国人に在留を支援する政府の窓口。外国人からの相談
対応などを行っています。

（14）「外国人のための人権相談」法務省	.................................................

外国人のための人権相談の窓口を案内しています。英語、中国語など 11 言語で
のリーフレットもダウンロードできます。

（15）「東京外国人雇用サービスセンター」	................................................
外国人・留学生の就職を支援するセンター。

（16）「外国人労働者相談コーナー」東京労働局	....................................

中国語版やタガログ語版など 12 言語での案内や 14 言語での「労働条件ハンド
ブック」などが公開されています。

（17）「外国人のための法制度情報」法テラス	.........................................
「やさしい日本語」やタイ語など11言語で日本の法律の制度や弁護士会の相談窓

口などを紹介しています。

（18）「弁護士会　外国人法律相談」	..........................................................
在留資格ほか法律相談ができます。

（19）「外国人の職場環境・教育環境に関するトラブル」行政書士ADRセンター東京
東京都内における『外国人の職場環境・教育環境に関するトラブル』について、  

調停手続を行っています。
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V	 奨学金等
以下は、日本に住民登録があれば、国籍を問いません。

１　高校在学中
名　称 内　容

１ 高等学校等 
就学支援金制度

・授業料に充てるための就学支援金を受け取れる国の制度
・おおよそ年収が910万円以下の場合が対象
・マイナンバーカード（住民登録）また課税証明書が必要

２ 東京都立高等学校等 
「給付型奨学金」

・学校行事、検定試験経費などの経費支援
・生活保護世帯や非課税世帯等が対象
・マイナンバーカード（住民登録）また課税証明書が必要
・マイナンバーカード（住民登録）また課税証明書が必要
＊保護者の一方でも海外在住等で、課税取得情報が取得できない場合

は支給対象外

３
東京都 
国公立高等学校等 

「奨学のための給付金」

・生活保護世帯や非課税世帯が対象
・マイナンバーカード（住民登録）また課税証明書が必要
＊保護者全員の住所が東京都内　にあることが条件

４ 各市区町村の奨学金

各区市により異なる。年度ごと見直し有。収入制限等有
給付型：新宿区　日野市　小金井市　武蔵野市　八王子市　 

府中市　文京区
貸与型：新宿区　板橋区　江戸川区　葛飾区　北区　品川区　 

杉並区　青梅市　東村山市

５ 区・市社会福祉協議会
の奨学金

・受験生チャレンジ支援貸付事業　学習塾等費用20 万円、大学の
受験費用8万円貸付（対象の学校へ入学した場合は返済免除）

・東京都母子および父子福祉資金・修学資金（東京福祉保健局）
・東京都社会福祉協議会　生活福祉資金・教育支援費

２　大学・専門学校等の奨学金
名　称 内　容

１ 日本学生支援機構

外国籍であっても、法定特別永住者・永住者・定住者（将来永住する
意思のある者のみ）・日本人の配偶者等・永住者の配偶者等の在住
資格があれば申し込み可能。これ以外の在留資格（「家族滞在」・

「留学」等）の人は申し込むことはできない。

２ 母国の奨学金 条件がさまざまであり、該当対象なのか等の確認が必要であるが、
活用することも可能
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（例）



日日本本語語実実力力テテスストト A（（文文字字語語彙彙））  

1 

 

問問題題
ももんんだだいい

１１．．   のの言言葉葉
ここ とと ばば

ははどどうう読読
よよ

みみまますすかか。。    

例例
れれいい

））新新ししいい車車
くくるるまま

でですすねね。。 例例））ああたたららししいい 

( 1 )今今日日
きき ょょ うう

はは四四月月
しし がが つつ

九九日日でですす。。 ( 1 )  

( 2 )先先週週
せせんんししゅゅうう

のの日日曜曜
よよ うう

日日、、何何
ななにに

ををししままししたたかか。。 ( 2 )       よようう 

( 3 )日日本本
にに ほほ んん

のの人人口口ははどどののくくららいいでですすかか。。 ( 3 )  

( 4 )毎毎月月おおばばああささんんにに会会
ああ

いいにに行行
いい

ききまますす。。 ( 4 )  

( 5 )ここのの T シシャャツツはは千千円円でですす。。 ( 5 )  

( 6 )午午後後三三
ささんん

時時
じじ

ににケケーーキキをを食食
たた

べべまますす。。 ( 6 )  

( 7 )ここののぼぼううししはは小小ささいいでですす。。 ( 7 )               ささいい 

( 8 ) 京京
ききょょうう

都都
とと

はは大大
おおおお

阪阪
ささかか

のの北北ににあありりまますす。。 ( 8 )  

( 9 )ママリリアアささんんははいいつつもも元元気気でですす。。 ( 9 )  

( 1 0 )りりんんごごをを三三つつくくだだささいい。。 ( 1 0 )                つつ 

(1 1 )ホホテテルルのの部部屋屋かからら海海
ううみみ

がが見見
みみ

ええまますす。。 ( 1 1 )  

( 1 2 )ココンンビビニニででおおににぎぎりりをを売売っってていいまますす。。 ( 1 2 )              っってて 

(１１３３)山山田田
やや まま だだ

先先生生
せせんんせせいい

はは親親切切でですす。。 ( 1 3 )  

(１１４４)パパーーテティィーーははととててもも楽楽ししかかっったたでですす。。 ( 1 4 )          ししかかっったた 

(１１５５)ろろううかかをを走走ららなないいででくくだだささいい。。 ( 1 5 )         ららなないいでで  
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2 

 

( 1 6 )美美
びび

術術
じじゅゅつつ

館館
かかんん

でで有有
ゆゆうう

名名
めめいい

なな作作品品をを見見
みみ

ままししたた。。 ( 1 6 )  

( 1 7 )家家
かか

族族
ぞぞくく

とと北北
ほほっっ

海海
かかいい

道道
どどうう

へへ旅旅行行ししままししたた。。 ( 1 7 )  

( 1 8 )店店
みみせせ

のの前前
ままええ

にに人人
ひひとと

ががたたくくささんん集集ままっってていいまますす。。 ( 1 8 )            ままっってて 

( 1 9 )答答ええががわわかかっったたらら、、手手
てて

ををああげげててくくだだささいい。。 ( 1 9 )                 ええ 

( 2 0 )田田
たた

中中
ななかか

ささんん以以外外はは、、みみんんなな行行
いい

ききままししたた。。 ( 2 0 )  

( 2 1 )わわたたししのの国国
くく にに

をを紹紹介介ししまますす。。 ( 2 1 )            ししまますす 

( 2 2 )危危険険でですすかからら、、近近
ちちかか

づづかかなないいででくくだだささいい。。 ( 2 2 )  

( 2 3 ) 難難
むむずずかか

ししいい漢漢字字
かか んん じじ

をを覚覚ええままししたた。。 ( 2 3 )          ええままししたた 

( 2 4 )そそのの仕仕事事
しし ごご とと

ははわわたたししにに任任せせててくくだだささいい。。 ( 2 4 )              せせてて 

( 2 5 )ききれれいいなな景景色色をを見見
みみ

ままししたた。。 ( 2 5 )  

( 2 6 )熱熱いいココーーヒヒーーをを飲飲
のの

みみまますす。。 ( 2 6 )                いい 

( 2 7 )明明日日
ああ しし たた

のの予予
よよ

定定
てていい

をを確確認認ししててくくだだささいい。。 ( 2 7 )  

( 2 8 )ククララススのの問問
ももんん

題題
だだいい

をを解解決決ししままししょょうう。。 ( 2 8 )  

( 2 9 )８８００点点
ててんん

以以
いい

上上
じじょょうう

でで合合格格でですす。。 ( 2 9 )  

( 3 0 )保保
ほほ

健健
けけんん

委委員員ににななりりままししたた。。 ( 3 0 )  

(３３１１)ここのの本本
ほほんん

のの著著者者ははだだれれでですすかか。。 (３３１１)  

( 3 2 )風風
かかぜぜ

でで看看板板ががたたおおれれままししたた。。 (３３２２)  
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3 

 

(３３３３)わわたたししのの父父
ちちちち

はは、、警警察察官官でですす。。 (３３３３)  

(３３４４)外外国国
ががいいここくく

かからら手手紙紙
てて がが みみ

がが届届ききままししたた。。 (３３４４)          ききままししたた 

(３３５５)足足
たた

りりなないい分分
ぶぶんん

をを補補いいまますす。。 (３３５５)            いいまますす 

( 3 6 )ききののうう、、地地震震ががあありりままししたた。。 ( 3 6 )  

( 3 7 )梅梅雨雨がが終終
おお

わわっってて、、夏夏
ななつつ

ががききままししたた。。 ( 3 7 )  

( 3 8 )事事故故
じじ ここ

のの影影響響でで、、電電車車
ででんんししゃゃ

がが遅遅
おおくく

れれままししたた。。 ( 3 8 )  

( 3 9 )貴貴重重品品ははかかばばんんかからら出出
だだ

ししててくくだだささいい。。 ( 3 9 )  

( 4 0 )塩塩
ししおお

とと砂砂糖糖
ささ とと うう

をを３３：：１１のの割割合合でで混混
まま

ぜぜまますす。。 ( 4 0 )  
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日日本本語語実実力力テテスストト A（（文文字字語語彙彙））  

4 

 

問問題題
ももんんだだいい

2．．   のの言言葉葉
ここ とと ばば

ははどどうう書書
かか

ききまますすかか。。 

例例
れれいい

））毎毎晩晩
ままいいばばんん

、、テテレレビビををみみまますす。。 例例））見見まますす 

( 1 )わわたたししはは杉杉並並
すすぎぎななみみ

総総合合
そそううごごうう

ここううここううのの生生徒徒
せせ いい とと

でですす。。 ( 1 )  

( 2 )  ききののうう、、7時時
じじ

ににううちちへへかかええりりままししたた。。 ( 2 )  

( 3 )町町
ままちち

ののひひががししにに川川
かかわわ

ががあありりまますす。。 ( 3 )  

( 4 )つつかかれれたたののでで、、少少
すすここ

ししややすすみみままししょょうう。。 ( 4 )  

( 5 )今今日日
きき ょょ うう

ははいいいいててんんききでですすねね。。 ( 5 )  

( 6 )わわたたししははささかかななををよよくく食食
たた

べべまますす。。 ( 6 )  

( 7 )学学
ががくく

生生
せせいい

ががひひゃゃくくににんんいいまますす。。 ( 7 )  

( 8 )ししんんぶぶんんをを読読
よよ

みみまますす。。 ( 8 )  

( 9 )ここととししのの夏夏
ななつつ

ははととててもも暑暑
ああつつ

いいでですす。。 ( 9 )  

( 1 0 )次次
つつぎぎ

のの角角
かかどど

ををひひだだりりににままががっっててくくだだささいい。。 ( 1 0 )  

(１１１１)毎毎日日
ままいいににちち

、、じじぶぶんんののたためめににおお弁弁当当
べべんんととうう

をを作作
つつくく

りりまますす。。 (１１１１)  

( 1 2 )家家
いいええ

かからら駅駅
ええきき

ままででととおおいいののでで大大変変
たたいいへへんん

でですす。。 (１１２２)  

(１１３３)朝朝
ああささ

ははややくく起起
おお

ききてて、、犬犬
いいぬぬ

のの散散歩歩
ささ んん ぽぽ

ををししまますす。。 (１１３３)  

(１１４４)日日本本語語
にに ほほ んん ごご

ののききょょううししつつははどどここでですすかか。。 (１１４４)  

( 1５５)祖祖
そそ

母母
ぼぼ

かかららふふるるいい指指
ゆゆびび

輪輪
わわ

ををももららいいままししたた。。 ( 1５５)  
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5 

 

( 1 6 )健健
けけんん

康康
ここうう

ののたためめにに、、ううんんどどううししままししょょうう。。 ( 1 6 )  

( 1 7 )せせかかいいでで一一番番
いいちちばばんん

大大
おおおお

ききいい国国
くく にに

ははロロシシアアでですす。。 ( 1 7 )  

( 1 8 )授授業業
じじゅゅぎぎょょうう

はは朝朝
ああささ

9時時
じじ

ににははじじままりりまますす。。 ( 1 8 )  

( 1 9 )リリナナささんんははええいいごごがが上上手手
じじょょううずず

でですす。。 ( 1 9 )  

( 2 0 )ははるるににななるるとと、、いいろろいいろろなな花花
ははなな

がが咲咲
ささ

ききまますす。。 ( 2 0 )  

( 2 1 )ずずつつううががすするるののでで、、休休
ややすす

みみまますす。。  (２２１１)  

(２２２２)友友達達
ととももだだちち

とと夏夏祭祭
ななつつままつつ

りりにに行行
いい

くくややくくそそくくををししままししたた。。 (２２２２)  

(２２３３)道道
みみちち

ににごごみみををすすててててははいいけけまませせんん。。 (２２３３)  

(２２４４)水水
みみずず

にに砂砂
ささ

糖糖
とと うう

ををくくわわええてて、、よよくく混混
まま

ぜぜまますす。。 (２２４４)  

(２２５５)日日本本
にに ほほ んん

のの生生
せせいい

活活
かかつつ

ににななれれままししたたかか。。 (２２５５)  

( 2 6 )ササッッカカーーせせんんししゅゅににななりりたたいいでですす。。 ( 2 6 )  

( 2 7 )テテスストトののけけっっかかははどどううででししたたかか。。 ( 2 7 )  

( 2 8 )ししつつももんんししててももいいいいでですすかか。。 ( 2 8 )  

( 2 9 )海海
ううみみ

ででおおよよいいだだここととががあありりまますすかか。。 ( 2 9 )  

( 3 0 )ククララススのの人人間間
ににんんげげんん

かかんんけけいいにに悩悩
ななやや

んんででいいまますす。。 ( 3 0 )  

( 3 1 )町町
ままちち

ののははっっててんんををいいののりりまますす。。 (３３１１)  

(３３２２)おおたたががいいのの気気持持
きき もも

ちちをを伝伝
つつたた

ええまますす。。 (３３２２)  
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(３３３３)ボボラランンテティィアア活活動動
かかつつどどうう

ににささんんかかししまますす。。 (３３３３)  

(３３４４)今今日日
きき ょょ うう

はは空空
くく うう

気気
きき

ががかかんんそそううししてていいまますす。。 (３３４４)  

( 3 5 )将将来来
ししょょううららいい

ののももくくひひょょううはは何何
ななんん

でですすかか。。 (３３５５)  

( 3 6 )ししんんぞぞううのの働働
ははたたらら

ききをを勉勉
べべんん

強強
ききょょうう

ししまますす。。 ( 3 6 )  

( 3 7 )今今
いいまま

かからら問問題題
ももんんだだいい

用用紙紙
よよ うう しし

ををくくばばりりまますす。。 ( 3 7 )  

( 3 8 )大大
たたいい

会会
かかいい

ののききそそくくをを守守
ままもも

りりまますす。。 ( 3 8 )  

( 3 9 )食食
ししょょくく

事事
じじ

ののじじゅゅんんびびををししまますす。。 ( 3 9 )  

( 4 0 )毎毎
ままいい

日日
ににちち

、、体体
たたいい

調調
ちちょょうう

ををほほううここくくししまますす。。 ( 4 0 )  

 

  

99

99



日日本本語語実実力力テテスストト A（（文文字字語語彙彙））  

7 

 

問問題題
ももんんだだいい

3 . (   )にに何何
ななにに

をを入入
いい

れれまますすかか。。 

 １１・・２２・・３３・・４４かからら一一番番
いいちちばばんん

いいいいももののをを一一
ひひとと

つつ選選
ええらら

んんででくくだだささいい。。 

例例
れれいい

））（（    ））ががあありりまませせんんかからら、、時時間間
じじ かか んん

ががわわかかりりまませせんん。。 

１１ じじししょょ ２２ ちちずず ３３ ととけけいい ４４ ささいいふふ   ３３ 

 

( 1 )今今
いいまま

、、勉勉強強
べべんんききょょうう

ししてていいまますすかからら、、テテレレビビをを （（       ））くくだだささいい。。         

１１ ああけけてて ２２ ししめめてて ３３ つつけけてて ４４ けけししてて   

( 2 ) 私私
わわたたしし

はは 1 0人人
ににんん

家家族族
かか ぞぞ くく

でですす。。家家
いいええ

のの中中
ななかか

ははいいつつもも（（         ））でですす。。   

１１ ああたたららししいい ２２ ににぎぎややかか ３３ ひひまま ４４ ううれれししいい   

( 3 )（（       ））でで 卵卵
たたままごご

とと牛牛 乳乳
ぎぎゅゅううににゅゅうう

をを買買
かか

いいままししたた。。     

１１ ススーーパパーー ２２ アアパパーートト ３３ レレスストトラランン ４４ キキッッチチンン   

( 4 )図図
とと

書書
しし ょょ

館館
かかんん

でで、、本本
ほほんん

をを３３（（       ））かかりりままししたた。。   

１１ ささつつ ２２ ぼぼんん ３３ びびきき ４４ そそくく   
 

( 5 )ああのの青青
ああおお

いいシシャャツツをを着着
きき

てていいるる人人
ひひとと

はは（（       ））でですすかか。。    

１１ いいくくらら ２２ いいくくつつ ３３ だだれれ ４４ どどちちらら  
 

( 6 )母母
はははは

にに電電話話
でで んん わわ

をを（（       ））。。    

１１ ききききまますす ２２ かかけけまますす ３３ ああげげまますす ４４ ははななししまますす  
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（（7 ）） 私私
わわたたしし

のの兄兄
ああにに

はは背背
せせ

がが（（       ））でですす。。1 9 3 cm ももあありりまますす。。 

１１ ひひくくいい ２２ たたかかいい ３３ ややすすいい ４４ ななががいい   

 ( 8 )ここここにに名名前前
なな まま ええ

をを（（       ））でで書書
かか

いいててくくだだささいい。。    

１１ ええんんぴぴつつ ２２ けけししごごむむ ３３ ははささみみ ４４ かかみみ  
 

( 9 )毎毎
ままいい

朝朝
ああささ

、、犬犬
いいぬぬ

とといいっっししょょにに公公
ここうう

園園
ええんん

をを（（       ））ししまますす。。    

１１ りりょょここうう ２２ せせんんたたくく  ３３ ささんんぽぽ ４４ けけっっここんん  
 

( 1 0 )すすみみまませせんんがが、、ももっっとと（（       ））話話
ははなな

ししててくくだだささいい。。    

１１ ももししももしし ２２ ちちょょううどど ３３ たたいいへへんん ４４ ゆゆっっくくりり  
 

( 1 1 )日日本本
にに ほほ んん

はは多多くくのの国国
くく にに

にに自自動動車車
じじ どど うう しし ゃゃ

をを（（      ））ししてていいまますす。。   

１１ 輸輸入入
ゆゆににゅゅうう

 ２２ 輸輸出出
ゆゆししゅゅつつ

 ３３ 運運転転
ううんんててんん

 ４４ 貿貿易易
ぼぼううええきき

  
 

 (１１２２) 私私
わわたたしし

はは（（       ））とときき、、顔顔
かかおお

をを洗洗
ああらら

いいまますす。。  

１１ ままじじめめなな ２２ おおももいい ３３ べべんんりりなな ４４ ねねむむいい  
 

(１１３３)今今日日
きき ょょ うう

はは宿宿題題
ししゅゅくくだだいい

ががたたくくささんんあありりままししたた。。午午前前
ごご ぜぜ んん

2時時
じじ

にに（（       ））終終
おお

わわりりままししたた。。       

１１ ききっっとと ２２ ややっっとと ３３ ももううすすぐぐ ４４ かかななららずず   
 

(１１４４)  私私
わわたたしし

のの（（     ））はは音音楽楽
おおんんががくく

でですす。。 

１１ 趣趣味味
しし ゅゅ みみ

 ２２ 夢夢
ゆゆめめ

 ３３ 仕仕事事
しし ごご とと

 ４４ 季季節節
きき せせ つつ

   

（（１１５５））美美
びび

術術
じじゅゅつつ

館館
かかんん

でで絵絵
ええ

にに（（      ））いいけけまませせんん。。   

１１ かかざざっっててはは ２２ おおれれててはは ３３ つつつつんんでではは ４４ ささわわっっててはは  
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（（１１６６））先先
せせんん

生生
せせいい

とと話話
ははなな

すすとときき、、（（      ））言言
こことと

葉葉
ばば

をを使使
つつかか

いいまますす。。 

１１ 複複
ふふくく

雑雑
ざざつつ

なな ２２ 安安
ああんん

全全
ぜぜんん

なな ３３ 変変
へへんん

なな ４４ 丁丁
てていい

寧寧
ねねいい

なな  
 

（（１１７７））遊遊
ああそそ

んんででいいるる子子
ここ

どどももがが（（      ））泣泣
なな

きき出出
だだ

ししたたののでで、、驚驚
おおどどろろ

ききままししたた。。   

１１ たたままにに ２２ ききゅゅううにに ３３ ととくくにに ４４ べべつつにに  
 

（（１１８８））来来週週
ららいいししゅゅうう

、、国国
くく にに

かからら友友達達
ととももだだちち

がが来来
くく

るるののでで、、（（      ））へへ迎迎
むむかか

ええにに行行
いい

ききまますす。。   

１１ 地地
ちち

理理
りり

 ２２ 飛飛行行機機
ひひ ここ うう きき

 ３３ 空空
くく うう

港港
ここ うう

 ４４ 病病院院
びびょょうういいんん

  
 

（（１１９９））おお客客
ききゃゃくく

ささんんがが来来
くく

るる前前
ままええ

にに、、部部屋屋
へへ やや

をを（（      ））。。   

１１ 片片
かかたた

づづけけまますす ２２ 引引
ひひ

っっ越越
ここ

ししまますす ３３ 案案内内
ああんんなないい

ししまますす ４４ 磨磨
みみがが

ききまますす  
 

（（２２００））『『 ノノルルウウェェイイのの森森
ももりり

』』はは、、村村
むむらら

上上
かかみみ

春春
ははるる

樹樹
きき

とといいうう人人
ひひとと

がが書書
かか

いいたた（（      ））でですす。。   

１１ 研研
けけんん

究究
ききゅゅうう

 ２２ 小小
ししょょうう

説説
せせつつ

 ３３ 歴歴
れれきき

史史
しし

 ４４ ココンンササーートト  
 

( 2 1 )家家族族
かか ぞぞ くく

みみんんななでで、、 妹妹
いいももううとと

のの誕誕生生
たたんんじじょょうう

日日
びび

をを（（       ））。。  

１１ 送送
おおくく

りりままししたた  ２２ 祝祝
いいわわ

いいままししたた ３３ 囲囲
かかここ

みみままししたた  ４４ 願願
ねねがが

いいままししたた   
 

( 2 2 )ががんんばばっってて勉勉強強
べべんんききょょうう

ししたたののにに、、テテスストトでで 0点点
ててんん

をを取取
とと

りりままししたた。。ととててもも（（       ））でですす。。  

１１ くくわわししいい  ２２ くくややししいい ３３ わわががまままま  ４４ めめいいわわくく   
 

(２２３３)ここのの町町
ままちち

のの美美
ううつつくく

ししいい（（       ））ををみみんんななでで守守
ままもも

っってていいききままししょょうう。。  

１１ 自自然然
しし ぜぜ んん

  ２２ 才才能能
ささいいののうう

  ３３ 材材料料
ざざいいりりょょうう

 ４４ 記記録録
きき ろろ くく

  
 

(２２４４)ききののうう（（       ））寝寝
ねね

たたののでで、、今今日日
きき ょょ うう

はは元元
げげんん

気気
きき

でですす。。  

１１ ぴぴっったたりり ２２ ははっっききりり ３３ ににっっここりり ４４ ぐぐっっすすりり  
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(２２５５)企企
きき

業業
ぎぎょょうう

はは、、社社
ししゃゃ

会会
かかいい

にに（（       ））すするる活活
かかつつ

動動
どどうう

ををすするるべべききでですす。。 

１１ 吸吸
ききゅゅうう

収収
ししゅゅうう

 ２２ 我我
がが

慢慢
ままんん

 ３３ 貢貢
ここ うう

献献
けけんん

 ４４ 維維
いい

持持
じじ

  
 

(２２６６)予予
よよ

約約
ややくく

ををすするるととききはは、、日日
ひひ

ににちちとと場場
ばば

所所
しし ょょ

ををよよくく（（       ））くくだだささいい。。 

１１ たたししかかめめてて ２２ おおささめめてて ３３ たためめししてて ４４ ききづづいいてて  
 

(２２７７)会会
かかいい

議議
ぎぎ

のの出出
ししゅゅっっ

席席
せせきき

（（       ））のの名名前前
なな まま ええ

をを紙紙
かかみみ

にに記記
きき

入入
ににゅゅうう

ししててくくだだささいい。。 

１１ 人人
ににんん

 ２２ 家家
けけ

 ３３ 者者
ししゃゃ

 ４４ 員員
いいんん

  
 

(２２８８)ここのの店店
みみせせ

のの服服
ふふくく

はは安安
ややすす

いいしし、、（（       ））ももいいいいでですす。。 

１１ アアイイデディィアア ２２ デデザザイインン ３３ タタイイトトルル ４４ ケケーースス  
 

(２２９９)イインンフフルルエエンンザザにに（（       ））ししままっったたののでで、、学学
ががっっ

校校
ここ うう

をを欠欠
けけっっ

席席
せせきき

ししまますす。。 

１１ 当当
ああ

たたっってて ２２ 向向
むむ

かかっってて ３３ かかかかっってて ４４ ははややっってて  
 

(３３００)ととててもも暑暑
ああつつ

いいののでで、、ののどどがが（（       ））でですす。。水水
みみずず

がが飲飲
のの

みみたたいいでですす。。 

１１ ささららささらら ２２ かかららかからら ３３ ふふららふふらら ４４ ぺぺららぺぺらら  
 

(３３１１)国国
くく にに

にによよっってて、、食食
ししょょくく

文文化化
ぶぶ んん かか

がが（（       ））。。  

１１ 外外
ははずず

れれまますす ２２ 異異
こことと

ななりりまますす ３３ 任任
ままかか

せせまますす ４４ 表表
ああららわわ

ししまますす   

(３３２２)会会議議
かか いい ぎぎ

ででははみみんんなな積積極極的的
せせっっききょょくくててきき

にに発発言言
ははつつげげんん

しし、、（（       ））議議論論
ぎぎ ろろ んん

がが行行
おおここなな

わわれれままししたた。。 

１１ 活活発発
かかっっぱぱつつ

にに ２２ 過過剰剰
かかじじ ょょうう

にに ３３ 安安易易
ああ んん いい

にに ４４ 平平凡凡
へへいいぼぼんん

にに   
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(３３３３)試試合合
しし ああ いい

でで（（       ））ををししてて落落
おお

ちちここんんででいいたたらら、、友友達達
ととももだだちち

ががななぐぐささめめててくくれれままししたた。。 

１１ アアウウトト ２２ ダダウウンン ３３ ママイイナナスス  ４４ ミミスス   

(３３４４)最最
ささいい

近近
ききんん

、、ゆゆききここささんんはは（（       ））元元気気
げげ んん きき

ががなないい気気
きき

ががししまますす。。 

１１ つついい ２２ ととっっくくにに ３３ ああくくままでで ４４ ななんんととななくく   
 

(３３５５)川川田田
かか わわ たた

ささんんののススピピーーチチはは、、すすべべててのの審審
ししんん

査査
ささ

員員
いいんん

かからら（（       ）） 評評
ひひょょうう

価価
かか

をを受受
うう

けけままししたた。。 

１１ 上上
じじょょうう

 ２２ 高高
ここうう

 ３３ 特特
とと くく

 ４４ 良良
りりょょうう

  
 

(３３６６)今今
いいまま

かからら言言
いい

うう条条
じじょょうう

件件
けけんん

にに（（       ））人人
ひひとと

はは、、手手
てて

ををああげげててくくだだささいい。。 

１１ 割割
わわ

りり込込
ここ

むむ ２２ 追追
おお

いい出出
だだ

すす ３３ 当当
ああ

ててははままるる ４４ 打打
うう

ちちああけけるる  
 

(３３７７)卒卒
そそつつ

業業
ぎぎょょうう

生生
せせいい

のの（（       ））にによよっってて、、新新
ああたたらら

ししいい校校
ここ うう

舎舎
ししゃゃ

がが建建
たた

ててらられれままししたた。。 

１１ 寄寄
きき

付付
ふふ

 ２２ 利利益益
りり ええ きき

 ３３ 収収入入
ししゅゅううににゅゅうう

 ４４ 税税金金
ぜぜいいききんん

  
 

(３３８８)家家具具
かか ぐぐ

をを全全部部
ぜぜ んん ぶぶ

同同
おおなな

じじ色色
いいろろ

ににししたたらら、、統統一一
ととうういいつつ

（（       ））ののああるる部部屋屋
へへ やや

ににななりりままししたた。。 

１１ 化化
かか

 ２２ 感感
かかんん

 ３３ 型型
けけいい

 ４４ 式式
ししきき

  
 

(３３９９)ああとと 1点点
ててんん

でで 1 0 0点点
ててんん

だだっったたののにに。。（（       ））でですすねね。。 

１１ だだららししなないい ２２ おおししいい ３３ ああたたりりままええ ４４ おおししゃゃれれ  
 

(４４００)専専
せせんん

門門
ももんん

家家
かか

がが書書
かか

いいたた本本
ほほんん

をを（（       ））ししななががらら、、レレポポーートトをを書書
かか

ききままししたた。。 

１１ 提提
てていい

案案
ああんん

 ２２ 指指
しし

示示
じじ

 ３３ 影影
ええいい

響響
ききょょうう

 ４４ 引引
いいんん

用用
よようう
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問問題題
ももんんだだいい

４４.  【【    】】ののここととばばをを順順
じじゅゅんん

にに使使
つつかか

っってて文文
ぶぶんん

をを作作
つつくく

りりままししょょうう。。 

例例１１ ））【【  せせっっけけんん ・・ 手手
てて

 】】洗洗
ああらら

いいまますす。。 ⇒⇒   せせっっけけんんでで手手
てて

をを洗洗
ああらら

いいまますす。。   

例例２２））  ここののぞぞううききんんはは 【【ききたたなないい・・ななるる】】がが、、【【捨捨
すす

ててるる・・使使
つつかか

うう・・てていいるる】】  

⇒⇒  ここののぞぞううききんんははききたたななくくななっったたがが、、捨捨ててずずににままだだ使使っってていいるる   

 

（（１１））イインンタターーネネッットトはは【【  便便利利
べべんんりり

 ・・ 注注意意
ちちゅゅうういい

すするる ・・  使使
つつかか

うう 】】ななららなないい。。  

 ⇒⇒                                                                        

（（２２））レレポポーートトでではは、、【【  具具体体的的
ぐぐたたいいててきき

なな ・・ 詳詳
くくわわ

ししいい ・・ 説説明明
せせつつめめいい

 ・・  すするる 】】たたほほううががよよいい。。 

 ⇒⇒                                                                        

( 3 )  ここのの本本
ほほんん

にに書書
かか

かかれれてていいるるここととはは【【  重重要要
じじゅゅううよようう

 ・・ 内内容容
なないいよようう

 ・・  理理解解
りり かかいい

すするる 】】はは 難難
むむずずかか

ししいい。。 

 ⇒⇒                                                                          
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A 

高高校校生生ののたためめのの 

日日本本語語実実力力テテスストト 

（（筆筆記記
ひひ っっ きき

））  

文文法法
ぶぶんんぽぽうう

・・読読解解
どどっっかかいい

 

４４００分分 
 

 

 

ななままええ：：                                   

 

107

107

（例）



日日本本語語実実力力テテスストト A（（文文法法・・読読解解））  

1 

 

問問題題
ももんんだだいい

1 . (      )にに何何
ななにに

をを入入
いい

れれまますすかか。。 

１１・・２２・・３３・・４４かからら一一番番
いいちちばばんん

いいいいももののをを一一
ひひとと

つつ選選
ええらら

んんででくくだだささいい。。 

例例
れれいい

））ここれれ（（   ））ええんんぴぴつつでですす。。 

１１ にに ２２ をを ３３ はは ４４ やや  ３３ 

 

( 1 )ききののうう、、一一人人
ひひ とと りり

（（   ①①  ））電電車車
ででんんししゃゃ

（（   ②②  ））乗乗
のの

っってて映映画画館館
ええいい がが かかんん

へへ行行
いい

ききままししたた。。      

１１ ①①がが／／②②にに ２２ ①①でで／／②②にに ３３ ①①がが／／②②をを ４４ ①①でで／／②②をを   

( 2 )ススーーパパーーでで、、たたままごご（（       ）） 牛牛
ぎぎゅゅうう

乳乳
ににゅゅうう

ななどどをを買買
かか

いいままししたた。。   

１１ やや ２２ もも ３３ かか ４４ がが   

(３３)歯歯
はは

をを（（       ））寝寝
ねね

まますす。。   

１１ みみががくくかからら ２２ みみががいいててかからら ３３ みみががくくとときき ４４ みみががいいたたとときき   

(４４)  A:ここののかかばばんんはは、、だだれれののでですすかか。。  

    B：：ああああ、、（（      ））はは林林
ははややしし

ささんんののでですすよよ。。 

１１ そそのの ２２ そそれれ ３３ ああのの ４４ ああれれ   

 (５５)日日本本
にに ほほ んん

語語
ごご

がが（（      ））ななりりままししたた。。   

１１ じじょょううずずとと ２２ じじょょううずずなな ３３ じじょょううずずにに ４４ じじょょううずずでで    

(６６)けけささ、、ごごははんんをを（（       ））学学
ががっっ

校校
ここ うう

へへ来来
きき

ままししたたかからら、、おおななかかががすすききままししたた。。   

１１ 食食
たた

べべななががらら ２２ 食食
たた

べべまませせんん ３３ 食食
たた

べべてて ４４ 食食
たた

べべなないいでで   
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(７７)大大
だだいい

学学
ががくく

でで音音
おおんん

楽楽
ががくく

（（      ））勉勉
べべんん

強強
ききょょうう

ををししたたいいでですす。。   

１１ にに ２２ のの ３３ がが ４４ へへ   

(８８)  A：：ももうう教教科科書書
ききょょううかかししょょ

をを買買
かか

いいままししたたかか。。 

B：：ははいい、、（（      ））あありりまますす。。   

１１ 買買うう ２２ 買買いい ３３ 買買っってて ４４ 買買っったた   

 (９９) 教教
ききょょうう

室室
ししつつ

ににはは（（      ））いいまませせんん。。   

１１ だだれれもも ２２ だだれれかか ３３ どどここもも ４４ どどここかか   

(１１００)休休
ややすす

みみのの日日
ひひ

はは、、本本
ほほんん

をを（（      ））テテレレビビをを見見
みみ

たたりりししまますす。。   

１１ 読読
よよ

んんでで  ２２ 読読
よよ

んんだだりり ３３ 読読
よよ

みみまませせんん ４４ 読読
よよ

みみままししょょうう   

(１１１１)ここれれかからら昼昼
ひひるる

ごご飯飯
ははんん

をを（（      ））ととこころろでですす。。いいっっししょょにに行行
いい

ききまませせんんかか。。   

１１ 食食
たた

べべにに行行
いい

っってていいるる ２２ 食食べべにに行行っったた  ３３ 食食べべにに行行かかなないい ４４ 食食べべにに行行くく    

(１１２２)昨昨日日
きき のの うう

、、知知
しし

ららなないい人人
ひひとと

にに道道
みみちち

をを（（      ））ままししたた。。ううままくく説説明明
せせつつめめいい

ででききななくくてて大大変変
たたいいへへんん

ででししたた。。 

１１ 聞聞
きき

かかれれ   ２２ 聞聞けけ ３３ 聞聞きき続続
つつづづ

けけ  ４４ 聞聞きき終終
おお

わわりり   

(１１３３)  A：：ズズボボンンののポポケケッットトかからら財財布布
ささ いい ふふ

がが（（      ））でですすよよ。。      

     B：：ああ、、本本当当
ほほんんととうう

でですすねね。。あありりががととううごござざいいまますす。。 

１１ 落落
おお

ちちるるそそうう  ２２ 落落ちちそそうう ３３ 落落ちちるるよようう  ４４ 落落ちちるるららししいい   

(１１４４) 私私
わわたたしし

はは、、夏夏
ななつつ

休休
ややすす

みみにに北北
ほほっっ

海海
かかいい

道道
どどうう

へへ旅旅
りり ょょ

行行
ここ うう

すするる（（      ））。。 

１１ つつももりりでですす   ２２ ららししいいでですす ３３ ぐぐららいいでですす ４４ ははずずでですす   
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（（１１５５））友友
とともも

だだちちがが、、私私
わわたたしし

のの誕誕
たたんん

生生
じじょょうう

日日
びび

ににケケーーキキをを作作
つつくく

っってて（（     ））。。  

１１ ああげげままししたた ２２ ももららいいままししたた ３３ くくれれままししたた ４４ ややりりままししたた   

（（１１６６））ととななりりのの部部
へへ

屋屋
やや

でで大大
おおおお

ききなな音音
おおとと

（（     ））ししままししたた。。  

１１ とと ２２ にに ３３ がが ４４ をを   

（（１１７７））学学
ががくく

生生
せせいい

：：先先
せせんん

生生
せせいい

、、テテスストトののとときき、、辞辞
じじ

書書
しし ょょ

をを使使
つつかか

っっててももいいいいでですすかか。。      

     先先
せせんん

生生
せせいい

：：いいいいええ、、辞辞
じじ

書書
しし ょょ

をを（（      ））。。 

１１ 使使
つつかか

わわななくくててもも 

   いいいいでですす 

２２ 使使
つつかか

っっててもも 

  いいいいでですす 

３３ 使使
つつかか

わわななけけれればば 

  ななりりまませせんん 

４４ 使使
つつかか

っっててはは 

  いいけけまませせんん 

  

（（１１８８））最最
ささいい

初初
しし ょょ

はは大大
たたいい

変変
へへんん

ででししたたがが、、少少
すすここ

ししずずつつ日日本本
にに ほほ んん

のの生生
せせいい

活活
かかつつ

にに慣慣
なな

れれてて（（     ））。。  

１１ みみままししたた   ２２ ききままししたた ３３ いいままししたた ４４ ししままいいままししたた   

（（１１９９）） 弟弟
おおととううとと

はは、、いいつつもも漫漫
ままんん

画画
がが

をを読読
よよ

んんでで（（     ））いいまますす。。  

１１ ばばかかりり ２２ ししかか ３３ だだけけ ４４ ででもも   

（（２２００））校校
ここ うう

長長
ちちょょうう

先先
せせんん

生生
せせいい

にに「「おおははよよううごござざいいまますす。。」」（（     ））言言
いい

いいままししたた。。  

１１ をを ２２ とと ３３ のの ４４ がが   

(２２1 )どどんんななにに忙忙
いいそそがが

ししくくててもも、、毎毎日日
ままいいににちち

３３００分分
ぷぷんん

（（       ））勉勉強強
べべんんききょょうう

ししまますす。。  

１１ はは  ２２ がが ３３ ままでで   ４４ ささええ   

(２２2 )雨雨
ああめめ

がが降降
ふふ

っったた（（       ））、、遠遠足足
ええんんそそくく

がが中中止止
ちちゅゅうう しし

ににななっっててししままいいままししたた。。   

１１ ととおおりりにに ２２ かかわわりりにに ３３ せせいいでで   ４４ かかららににはは   
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(２２3 )ここのの町町
ままちち

でではは、、毎毎
ままいい

年年
とと しし

８８月月
ががつつ

３３日日
かか

にに花花
ははなな

火火
びび

大大
たたいい

会会
かかいい

がが（（       ））。。   

１１ 行行
おおここなな

いいまますす  ２２ 行行
おおここなな

っってていいまますす ３３ 行行
おおここなな

わわれれまますす ４４ 行行
おおここなな

わわせせまますす   

(２２4 ) 京京
ききょょうう

都都
とと

はは、、日日本本
にに ほほ んん

のの観観
かかんん

光光
ここうう

地地
ちち

（（     ））有有
ゆゆうう

名名
めめいい

でですす。。 

１１ ととかか ２２ ととししてて ３３ ににつついいてて ４４ にによよるるとと   

(２２5 )学学
ががっっ

校校
ここ うう

をを休休
ややすす

むむとときき、、電電
ででんん

話話
わわ

でで連連
れれんん

絡絡
らら くく

（（     ））。。 

１１ ししそそううににななりり 

まますす 

２２ ししててししままいい 

   まますす 

３３ すするるおおそそれれがが

あありりまますす 

４４ すするるここととにに 

 ななっってていいまますす 

  

(２２６６)ミミンンささんんととリリンンささんんははととててもも仲仲
ななかか

がが良良
よよ

くくてて、、ままるるでで兄兄
ききょょうう

弟弟
だだいい

（（     ））。。 

１１ だだそそううでですす ２２ みみたたいいでですす ３３ すすぎぎまますす ４４ ででししょょううかか   

(２２７７)学学
ががくく

生生
せせいい

：：先先
せせんん

生生
せせいい

、、いいつつ東東
とと うう

京京
ききょょうう

へへ（（      ））。。      

    先先
せせんん

生生
せせいい

：：来来
ららいい

週週
ししゅゅうう

のの土土
どど

曜曜
よようう

日日
びび

にに行行
いい

くく予予
よよ

定定
てていい

でですす。。 

１１ いいららっっししゃゃいい

まますすかか 

２２ めめししああががりり 

まますすかか 

３３ 参参
ままいい

りりまますすかか ４４ 申申
ももうう

ししまますすかか   

 (２２８８)試試
しし

験験
けけんん

のの日日
ひひ

がが近近
ちちかか

づづくく（（     ））、、だだんんだだんん不不
ふふ

安安
ああんん

ににななっっててききままししたた。。 

１１ にに比比
くく らら

べべてて ２２ にに対対
たたいい

ししてて ３３ にによよっってて ４４ ににつつれれてて   

(２２９９)若若
わわかか

いい人人
ひひとと

（（     ））、、家家
いいええ

でで料料
りりょょうう

理理
りり

ををししなないい人人
ひひとと

がが増増
ふふ

ええてていいまますす。。 

１１ とといいううここととでで ２２ とといいうう点点
ててんん

でで ３３ をを中中
ちちゅゅうう

心心
ししんん

にに ４４ をを通通
ととおお

ししてて   
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(３３００)ししばばららくく会会
ああ

わわなないい（（       ））日日本本語語
にに ほほ んん ごご

がが上上手手
じじょょううずず

ににななりりままししたたねね。。 

１１ わわりりにに ２２ ううちちにに ３３ ととたたんん ４４ つついいででにに   

(３３１１)  よよくく 考考
かかんんがが

ええたた（（       ））、、返返事事
へへ んん じじ

ををししまますす。。 

１１ くくせせにに ２２ ううちちにに ３３ ももととでで   ４４ ううええでで   

(３３２２)  A:ももううすすぐぐ時時間間
じじ かか んん

でですす。。中中村村
ななかかむむらら

ささんん、、遅遅
おおそそ

いいでですすねね。。  

     B：：大大丈丈夫夫
だだいいじじょょううぶぶ

でですすよよ。。中中村村
ななかかむむらら

ささんんにに（（      ））、、遅遅刻刻
ちち ここ くく

ををすするるははずずががあありりまませせんん。。 

１１ 応応
おおうう

じじてて ２２ 限限
かかぎぎ

っってて ３３ 通通
つつうう

じじてて  ４４ 際際
ささいい

ししてて   

(３３３３)日日本本
にに ほほ んん

のの政政治治
せせ いい じじ

のの問問題題
ももんんだだいい

（（      ））、、社社会会
ししゃゃかかいい

のの授授業業
じじゅゅぎぎょょうう

でで習習
なならら

っったた。。 

１１ ににかかけけてて ２２ にに基基
ももとと

づづいいてて ３３ にに関関
かかんん

ししてて  ４４ ににここたたええてて   

(３３４４) 芸芸術術
げげいいじじゅゅつつ

作作
ささ くく

品品
ひひんん

のの中中
ななかか

ににはは、、私私
わわたたしし

ににはは理理
りり

解解
かかいい

（（       ））ももののももあありりまますす。。 

１１ ししなないい ２２ ししたたががるる ３３ ししががたたいい  ４４ ししかかねねなないい   

(３３５５)日日本本
にに ほほ んん

にに（（       ））以以
いい

来来
ららいい

、、一一
いいちち

度度
どど

もも国国
くく にに

にに帰帰
かかええ

っってていいまませせんん。。 

１１ 来来
きき

たた ２２ 来来
きき

てて ３３ 来来
くく

るる ４４ 来来
きき

てていいるる   

 (３３６６) 宿宿
ししゅゅくく

題題
だだいい

がが難難
むむずずかか

ししくくてて一一人人
ひひ とと りり

でで（（       ））ののでで、、手手伝伝
てて つつ だだ

っっててももららええまませせんんかか。。 

１１ ででききそそううにに 

なないい 

２２ ででききててはは 

ななららなないい 

３３ ででききててもも 

ししかかたたなないい 

４４ ででききなないい 

ももののででももなないい 

  

(３３７７)一一人人
ひひ とと りり

暮暮
ぐぐ

ららししはは楽楽
たたのの

ししいい（（       ））、、話話
ははなな

すす相相
ああいい

手手
てて

ががいいななくくててささびびししいいととききももあありりまますす。。 

１１ だだけけにに ２２ ああままりり ３３ 以以
いい

上上
じじょょうう

 ４４ 反反
ははんん

面面
めめんん
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(３３８８)予予定定
よよ てて いい

がが（（       ））、、すすぐぐににごご連連
れれんん

絡絡
らら くく

いいたたししまますす。。 

１１ 決決
きき

ままるる一一
いいっっ

方方
ぽぽうう

 ２２ 決決
きき

ままりり次次
しし

第第
だだいい

 ３３ 決決
きき

ままっっててででもも ４４ 決決
きき

ままるるもものののの   

(３３９９)  田田
たた

中中
ななかか

先先
せせんん

生生
せせいい

がが学学
ががっっ

校校
ここ うう

をを辞辞
やや

めめるるとといいうう話話
ははななしし

はは、、たただだののううわわささ（（       ））すすぎぎまませせんん。。 

１１ もも ２２ にに ３３ をを ４４ がが   

 (４４００)  明明日日
ああ しし たた

のの遠遠足足
ええんんそそくく

はは、、天天候候
ててんんここうう

（（       ））実実施施
じじ っっ しし

ししまますす。。 

１１ をを問問
とと

わわずず ２２ にによよっってて ３３ 通通
どどおお

りりにに ４４ ばばかかりりででななくく    
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問問題題
ももんんだだいい

２２.  次次
つつぎぎ

のの文文
ぶぶんん

をを読読
よよ

んんでで、、質質問問
ししつつももんん

にに答答
ここたた

ええててくくだだささいい。。 
問問１１～～４４のの答答ええはは１１・・２２・・３３・・４４かからら一一番番

いいちちばばんん

いいいいももののをを一一
ひひとと

つつ選選
ええらら

んんででくくだだささいい。。 
問問５５はは自自分分

じじ ぶぶ んん

でで答答ええをを書書いいててくくだだささいい。。 

       ( 1 )～～(5 )のの言言葉葉
ここ とと ばば

はは、、【【ここととばば】】にに説説明明
せせつつめめいい

ががあありりまますす。。 
 

五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

(1 )とといいううののははおお寺寺
ててらら

のの建建物物
たたててもものの

のの一一
ひひとと

つつでで、、５５層層
そそ うう

(2 )のの屋屋根根
やや ねね

ををももつつ塔塔
とと うう

ののここととででああるる。。地地震震
じじ しし んん

のの

多多
おおおお

いい日日本本
にに ほほ んん

でではは、、五五重重塔塔ののよよううなな高高
たたかか

いい建建物物ははすすぐぐにに倒倒
たたおお

れれててししままいいそそううにに思思
おおもも

ええるるがが、、不不思思議議
ふふ しし ぎぎ

ななここ

ととにに、、長長
なながが

いい歴歴史史
れれ きき しし

のの中中
ななかか

でで、、五五重重塔塔がが地地震震でで倒倒れれたたとといいうう記記録録
きき ろろ くく

はは少少
すすくく

なないい。。1 9 9 5年年
ねねんん

にに神神戸戸
ここ うう べべ

をを

中中心心
ちちゅゅううししんん

にに大大
おおおお

地地震震がが起起
おお

ここりり、、人人
ひひとと

のの住住
すす

むむ家家
いいええ

ややビビルルにに大大
おおおお

ききなな被被害害
ひひ がが いい

をを与与
ああたた

ええたた。。ししかかしし、、ここのの地地域域
ちち いい きき

のの五五重重

塔塔はは、、ほほととんんどど倒倒れれななかかっったたそそううだだ。。ままたた、、1 3 0 0 年年以以上上
いいじじ ょょうう

のの歴歴史史
れれ きき しし

をを持持
もも

つつ法法
ほほうう

隆隆
りりゅゅうう

寺寺
じじ

(3 )のの五五重重塔塔

はは、、非非常常
ひひじじ ょょうう

にに大大ききいい地地震震をを何何度度
なな んん どど

かか経経験験
けけいいけけんん

ししてていいるるがが、、一一度度
いい ちち どど

もも倒倒れれたたここととががなないい。。 

 五五重重塔塔ははななぜぜ地地震震にに強強
つつよよ

いいののだだろろううかか。。そそのの答答
ここたた

ええはは五五重重塔塔のの特特
とと くく

殊殊
しし ゅゅ

なな構構造造
ここううぞぞうう

ににああるる。。 

ままずず、、五五重重塔塔ははそそれれぞぞれれのの層層
そそうう

がが独独立立
どどくく りりつつ

ししてて造造
つつくく

らられれてていいるる。。塔塔をを支支
ささささ

ええるる柱柱
ははししらら

がが層層ごごととにに切切
きき

らられれ、、

積積
つつ

みみ木木
きき

(4 )ののよよううにに重重
かかささ

ななっってていいるる。。そそののたためめ、、地地震震ののととききはは、、(A)下下
ししたた

のの層層がが右右
みみぎぎ

にに揺揺
ゆゆ

れれるるとと上上
ううええ

のの

層層がが左左
ひひだだりり

にに揺揺れれるるよよううににななっってていいるる。。塔塔全全体体
ぜぜんんたたいい

がが波波
ななみみ

ののよよううにに柔柔
ややわわ

ららかかくく揺揺れれ、、全全体体
ぜぜんんたたいい

ででううままくくババラランン

ススをを取取
とと

るるここととががででききるるののででああるる。。 

次次
つつぎぎ

にに、、柱柱とと屋屋根根
やや ねね

のの間間
ああいいだだ

ににああるる組組
くく みみ

物物
もも のの

(5 )とと呼呼
よよ

ばばれれるる構構造造
ここううぞぞうう

ににもも揺揺れれをを小小
ちちいい

ささくくすするる働働
ははたたらら

ききががああるるとと言言
いい

わわれれてていいるる。。組組物物はは、、小小ささなな木木材材
ももくく ざざいい

をを組組
くく

みみ合合
ああ

わわせせたたももののでで、、屋屋根根のの重重
おおもも

みみをを支支
ささささ

ええてていいるる。。ここのの組組

物物はは、、地地震震のの揺揺れれをを受受
うう

けけ取取るるとと摩摩
まま

擦擦
ささ つつ

をを起起ここしし、、揺揺れれのの力力
ちちかからら

をを吸吸収収
ききゅゅううししゅゅうう

すするる。。つつままりり、、（（   B  ））のの
働働ききををししてていいるるののででああるる。。五五重重塔塔ににはは 1 0 0個個

ここ

以以上上
いいじじ ょょうう

のの組組物物ががあありり、、そそれれぞぞれれのの場場所所
ばば しし ょょ

でで揺揺れれをを

止止
とと

めめよよううととすするる。。そそののたためめ、、地地震震がが起起ききててもも、、塔塔全全体体がが大大ききくく揺揺れれななくくててすすむむののででああるる。。 

 ここののよよううなな五五重重塔塔のの建建築築
けけんんちちくく

技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

はは、、現現代代
げげんんだだいい

のの高高層層
ここうう そそうう

ビビルルのの建建築築ににもも影影
ええいい

響響
ききょょうう

をを与与
ああたた

ええてていいるるそそううででああ

るる。。五五重重塔塔のの建建築築技技術術はは（（C））古古
ふふるる

くくてて新新
ああたたらら

ししいい技技術術ななののででああるる。。 

 

【【ここととばば】】  

 

( 1 )  五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

                  ( 2 )  層層
そそ うう

 : 建建物物
たたててもものの

のの階階
かかいい

（（ layer））  
( 3 )  法法

ほほうう

隆隆
りりゅゅうう

寺寺
じじ

  : ７７世世紀紀
せせ いい きき

にに建建
たた

ててらられれたたおお寺寺
ててらら

。。奈奈良良県県
なな らら けけ んん

ににああるる。。 
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( 4 )  積積
つつ

みみ木木
きき

 ：： 木木
きき

ののおおももちちゃゃ。。木木をを積積
つつ

んんででいいろろいいろろなな形形
かかたたちち

をを作作
つつくく

るる。。 

( 5 )  組組
くく みみ

物物
もも のの

 

 

 

 

 

問問１１ 下下線線部部
かか せせ んん ぶぶ

（（A））のの説説明明
せせつつめめいい

にに合合
ああ

うう図図
ずず

をを選選
ええらら

びびななささいい。。 

 1  

 

 

 

 

 

 

 2  

 

 

 

 

 

 

 3  

 

 

 

 

 

 

4  
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問問２２ （（  B ））にに入入
ははいい

るる言言葉葉
ここ とと ばば

をを選選
ええらら

びびななささいい。。 

１１ ソソフフトト  ２２ ブブレレーーキキ ３３ アアイイロロンン  ４４ ママッッチチ   

 

問問３３ 本本文文
ほほんんぶぶんん

のの内内容容
なないいよようう

とと合合
ああ

ううももののをを一一
ひひとと

つつ選選
ええらら

びびななささいい。。 

１１ 長長
なながが

いい歴歴史史
れれ きき しし

のの中中
ななかか

でで、、地地震震
じじ しし んん

でで倒倒
たたおお

れれたた五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

ははままだだなないい。。 
２２ 1 9 9 5年年

ねねんん

のの地地震震
じじ しし んん

でではは、、五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

のの建建築築
けけんんちちくく

技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

ののおおかかげげででビビルルやや家家
いいええ

がが壊壊
ここわわ

れれずずににすすんんだだ。。 
３３ 五五重重塔塔

ごごじじゅゅううののととうう

のの建建築築
けけんんちちくく

技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

はは、、現現代代
げげんんだだいい

のの高高層層
ここうう そそうう

ビビルル建建築築
けけんんちちくく

ににもも応応用用
おおううよようう

さされれてていいるる。。 
４４ 最最近近

ささいいききんん

のの五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

はは昔昔
むむかかしし

ととはは違違
ちちがが

うう技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

がが使使
つつかか

わわれれてていいるる。。 

      

問問４４ ここのの文文章章
ぶぶんんししょょうう

ののタタイイトトルルととししてて適適当当
ててききととうう

ななももののをを選選
ええらら

びびななささいい。。 

１１ 地地震震
じじ しし んん

とと日日本本人人
にに ほほんんじじ んん

 
２２ 大大地地震震

おお おお じじ しし んん

のの被被害害
ひひ がが いい

 
３３ 五五重重塔塔

ごごじじゅゅううののととうう

のの建建築築
けけんんちちくく

技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

ははななぜぜ新新
ああたたらら

ししくくななっったたののかか 
４４ 五五重重塔塔

ごごじじゅゅううののととうう

ははななぜぜ地地震震
じじ しし んん

にに強強
つつよよ

いいののかか 

      

 

問問５５ 下下線線部部（（C））「「古古
ふふるる

くくてて新新
ああたたらら

ししいい技技術術」」ととははどどうういいうう意意味味
いい みみ

でですすかか。。次次
つつぎぎ

のの    にに文文
ぶぶんん

をを書書
かか

いいてて、、

説説明明
せせつつめめいい

ししててくくだだささいい。。 

 

五五重重塔塔
ごごじじゅゅううののととうう

のの建建築築
けけんんちちくく

技技術術
ぎぎじじゅゅつつ

はは                                          

                                                         

とといいううこことと。。 
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